
ら
が
約
２
０
分
後
に
到
着
し

た
際
に
は
木
造
３
階
建
て
正

殿
北
側
で
激
し
い
炎
が
上

が
っ
て
い
た
。
隣
接
す
る
北

殿
や
南
殿
に
相
次
い
で
延
焼

し
た
と
み
ら
れ
、
主
要
７
棟

の
計
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
を
焼
き
、
約
１
１
時
間
後

に
鎮
火
し
た
。

　

現
場
周
辺
で
は
１
０
月

２
７
日
か
ら
琉
球
王
国
の
儀

式
を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
首
里
城
祭
」
が
開
か
れ
て

お
り
、
３
１
日
午
前
１
時
半

ご
ろ
ま
で
関
連
業
者
が
舞
台

や
照
明
や
ぐ
ら
の
設
営
作
業

を
し
て
い
た
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
正
殿
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
閉
め
て
撤
収
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
小
道
具
の
一
部
は
正

殿
内
に
保
管
し
て
い
た
。

　

首
里
城
は
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
が
法
令
で
義
務

付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
少
な

く
と
も
正
殿
と
北
殿
、
南
殿

に
は
な
か
っ
た
。

　

首
里
城
は
太
平
洋
戦
争
で

全
て
焼
失
し
、
そ
の
後
順
次

正
殿
中
心
に
、
依
然
煙
も

首
里
城
火
災
で
実
況
見
分

ふ
る
さ
と
納
税
、
国
を
提
訴

泉
佐
野
市
、
除
外
は
「
制
裁
」

し
た
た
め
、
開
始
は
予
定
よ

り
約
１
時
間
２
０
分
遅
れ

た
。

　

一
方
、
菅
義
偉
官
房
長
官

は
１
日
の
記
者
会
見
で
「
再

建
に
向
け
財
政
措
置
を
含
め

て
国
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

は
何
で
も
や
る
」
と
表
明
。

高
市
早
苗
総
務
相
は
総
務
省

消
防
庁
の
職
員
ら
７
人
を
現

地
に
派
遣
し
た
と
発
表
し

た
。

　

県
警
や
市
消
防
局
に
よ
る

と
、
火
災
は
３
１
日
午
前
２

時
半
ご
ろ
発
生
。
消
防
隊
員

　
【
共
同
】
那
覇
市
の
首
里

城
で
主
要
施
設
の
正
殿
な
ど

が
全
焼
し
た
火
災
で
、
沖
縄

県
警
と
消
防
は
１
日
、
実
況

見
分
を
始
め
た
。
火
災
当
時

の
状
況
な
ど
か
ら
、
正
殿
内

の
北
側
付
近
か
ら
出
火
し
た

と
み
て
お
り
、
正
殿
を
中
心

に
調
べ
て
原
因
の
特
定
を
急

ぐ
。

　

県
警
と
消
防
の
計
１
０
０

人
超
が
午
前
９
時
半
か
ら

次
々
と
現
場
に
入
っ
た
。
正

殿
か
ら
依
然
煙
が
出
て
お

り
、
消
火
活
動
に
時
間
を
要

し
て
、
取
り
消
し
を
求
め
る

訴
訟
を
大
阪
高
裁
に
起
こ
し

た
。
除
外
は
多
額
の
寄
付
金

を
集
め
た
市
へ
の
「
制
裁
」

な
の
は
明
白
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
提
訴
は
国
の
第
三
者

機
関
「
国
地
方
係
争
処
理
委

員
会
」
の
再
検
討
勧
告
に
対

し
総
務
省
が
除
外
判
断
を
維

持
し
た
こ
と
を
受
け
た
も
の

で
、
極
め
て
異
例
。

　

６
月
に
始
ま
っ
た
新
制
度

は
地
方
自
治
体
間
の
過
度
な

寄
付
獲
得
競
争
を
防
ぐ
の
が

目
的
。
３
月
に
成
立
し
た
改

正
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
返

礼
品
を
「
寄
付
額
の
３
０
％

以
下
の
地
場
産
品
」
な
ど

と
す
る
基
準
を
守
る
自
治
体

の
み
が
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

総
務
省
は
昨
年
ま
で
に
、

こ
う
し
た
基
準
を
守
る
よ
う

自
治
体
に
通
知
。
だ
が
市
は

従
わ
ず
、
昨
年
１
１
月
以
降

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
大

手
ア
マ
ゾ
ン
の
ギ
フ
ト
券
な

ど
を
贈
っ
て
多
額
の
寄
付
を

小
池
氏
「
合
意
な
き
決
定
」

　
【
共
同
】
東
京
都
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
、
政

府
の
４
者
協
議
が
１
日
、
都
内
で
開
か
れ
、
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
、
競
歩
は
暑
さ
を
避
け
る
た
め
に
札
幌
市
で
開
催
す

る
こ
と
で
決
着
し
た
。
唯
一
、
反
発
し
て
い
た
東
京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
は
「
同
意
は
で
き
な
い
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の

決
定
を
妨
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
合
意
な
き
決
定
だ
」
と
述
べ
た
。
開
幕
ま
で
９
カ
月
を
切
っ
た
段
階
で
の
異
例
の

変
更
に
よ
り
、
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
が
史
上
初
め
て
開
催
都
市
以
外
で
実
施
さ
れ
る
。

五
輪
マ
ラ
ソ
ン
は
札
幌
開
催

開
催
都
市
以
外
の
実
施
は
初

４者協議を前に握手するＩＯＣの
コーツ調整委員長（左）と東京都
の小池百合子知事＝１日正午、東
京都中央区（代表撮影）（共同）

（１） ２０１９年第５３６２号  １１月 ２日 （土曜日）

警
察
・
消
防
、
原
因
特
定
急
ぐ

を
事
実
上
認
め
た
。
協
議
は

報
道
陣
に
公
開
さ
れ
、
組
織

委
の
森
喜
朗
会
長
、
橋
本
聖

子
五
輪
相
も
出
席
し
た
。

　

森
氏
は
記
者
会
見
で
、
新

コ
ー
ス
の
承
認
を
１
２
月
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
会
で
得
ら
れ
る

よ
う
準
備
す
る
意
向
を
示
し

た
。
組
織
委
は
マ
ラ
ソ
ン
に

つ
い
て
、
札
幌
市
中
心
部
の

大
通
公
園
発
着
の
北
海
道
マ

ラ
ソ
ン
を
ベ
ー
ス
に
検
討
を

進
め
る
。
移
転
に
伴
う
追
加

経
費
負
担
は
今
後
協
議
す

る
。

　

バ
ッ
ハ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
は
、

英
語
民
間
検
定
試
験
、
見
送
り

２
４
年
度
め
ど
に
抜
本
見
直
し

大
会
後
に
東
京
の
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
実
施
す
る
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
マ
ラ
ソ
ン
」
を
東
京
側
に

提
案
。
コ
ー
ツ
氏
は
「
多
く

の
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な

マ
ラ
ソ
ン
を
考
え
て
い
る
。

知
名
度
の
高
い
選
手
も
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
１
０
月
１
６
日

に
札
幌
開
催
計
画
を
発
表
。

ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
陸
上

世
界
選
手
権
の
マ
ラ
ソ
ン
、

競
歩
で
棄
権
者
が
続
出
し
た

事
態
を
踏
ま
え
た
理
事
会
の

決
定
事
項
と
し
た
。
小
池
氏

殿
な
ど
今
回
の
火
災
で
焼

け
た
７
棟
の
復
元
費
は
計

７
０
億
円
以
上
に
上
っ
た
。

弾
劾
調
査
開
始
を
正
式
決
議

米
下
院
、
ト
ラ
ン
プ
氏
反
発

集
め
、
参
加
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

訴
状
で
市
は
、
通
知
は
法

的
拘
束
力
の
な
い
「
技
術
的

助
言
」
に
す
ぎ
ず
、
従
う

か
ど
う
か
は
自
治
体
が
決
め

る
と
指
摘
。
通
知
に
従
わ
な

か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
総
務

省
が
市
に
不
利
益
な
対
応
を

取
っ
た
の
は
地
方
自
治
法
に

反
す
る
と
し
た
。
ま
た
返
礼

品
の
法
規
制
が
６
月
に
始
ま

る
よ
り
前
の
実
態
を
除
外
の

判
断
材
料
と
し
た
の
は
、
実

質
的
に
法
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
裁
量
権
の
逸
脱
だ
と
訴

え
て
い
る
。

　

市
は
除
外
を
不
服
と
し
て

６
月
に
国
地
方
係
争
処
理
委

員
会
に
審
査
を
申
し
出
。
係

争
処
理
委
は
９
月
、
過
去
の

寄
付
募
集
を
理
由
と
す
る
の

は
違
法
の
恐
れ
が
あ
る
と
総

務
省
に
再
検
討
を
勧
告
し
た

が
、総
務
省
は
１
０
月
に「
適

法
」
だ
と
反
論
し
て
除
外
継

続
を
決
め
た
。

位
置
付
け
、
弾
劾
訴
追
に

向
け
た
手
続
き
を
加
速
さ
せ

ハ
シ
ミ
」
と
し
て
い
る
が
、

出
身
地
な
ど
詳
し
い
素
性
は

不
明
。

　

声
明
は
、
バ
グ
ダ
デ
ィ
容

疑
者
を
イ
ス
ラ
ム
教
の
預
言

者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
後
継
者

「
カ
リ
フ
」
と
し
て
、
そ
の

死
を
悼
む
内
容
。
声
明
を
出

し
た
Ｉ
Ｓ
広
報
担
当
者
は
、

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
決
議
案
可

決
を
受
け
「
米
史
上
最
大
の

魔
女
狩
り
だ
！
」
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
反
発
。共
和
党
も「
選

挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
に
勝
て
な

火災で焼失した首里城の正殿付近に集まる沖縄県警の捜査員
＝１日午前１０時３２分、那覇市（共同通信社ヘリから）

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
今

月
１
６
日
ま
で
に
第
１
回
口

頭
弁
論
の
期
日
が
指
定
さ

れ
る
見
通
し
で
、
関
係
者
に

よ
る
と
、
早
け
れ
ば
年
内
に

も
判
決
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
。
千
代
松
大
耕
市
長
は

「（
国
と
地
方
は
対
等
と
さ
れ

た
）
地
方
分
権
一
括
法
の
整

備
か
ら
２
０
年
が
た
と
う
と

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
国
は

地
方
を
抑
え
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
の
が
実
態
だ
。
国
の

違
法
性
を
主
張
し
、
あ
る
べ

き
地
方
自
治
の
姿
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
。

支
持
者
ら
に
米
国
に
報
復
す

る
よ
う
に
求
め
た
。

　

声
明
で
Ｉ
Ｓ
は
「
欧
州
と

ア
フ
リ
カ
中
部
に
存
在
し
、

東
と
西
に
拡
大
し
て
い
る
」

と
主
張
。
バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑

者
の
死
を
「
喜
ば
ず
、
傲
慢

に
な
る
な
」
と
米
国
に
警
告

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

つ
い
て
「
朝
と
夜
に
意
見
を

変
え
る
年
寄
り
の
愚
か
者
」

と
け
な
し
た
。

　

バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
は

　
【
カ
イ
ロ
共
同
】
過
激
派

組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ

Ｓ
）
系
の
メ
デ
ィ
ア
は
１
０

月
３
１
日
、
指
導
者
バ
グ
ダ

デ
ィ
容
疑
者
の
死
亡
を
認

め
、
後
継
者
と
な
る
新
指
導

者
を
決
め
た
と
す
る
音
声
声

明
を
出
し
た
。
新
指
導
者
の

名
前
は「
ア
ブ
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・

い
と
恐
れ
、
弾
劾
訴
追
し
よ

う
と
し
て
い
る
」（
マ
ッ
カ
ー

シ
ー
下
院
院
内
総
務
）
な
ど

と
批
判
を
強
め
て
い
る
。

　

決
議
は
賛
成
２
３
２
票
、

反
対
１
９
６
票
で
可
決
さ

れ
、
共
和
党
か
ら
賛
成
に
回

る
議
員
は
い
な
か
っ
た
。
決

議
に
よ
る
と
、
弾
劾
訴
追
に

向
け
て
下
院
情
報
特
別
委
員

会
が
公
聴
会
を
開
催
す
る
。

早
け
れ
ば
１
１
月
中
旬
に
も

開
く
予
定
。
民
主
党
が
下
院

で
当
初
目
指
し
て
い
た
１
１

月
下
旬
の
感
謝
祭
ご
ろ
の
弾

劾
訴
追
決
議
は
厳
し
い
と
の

見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、

米
社
会
の
関
心
が
高
い
う
ち

に
訴
追
に
持
ち
込
み
た
い
考

え
だ
。

　

公
聴
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

非
公
開
で
宣
誓
証
言
し
た
ボ

ル
カ
ー
前
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

特
別
代
表
ら
政
府
関
係
者
に

改
め
て
証
言
を
求
め
、
手
続

き
の
透
明
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
下
院
委

員
会
で
関
係
者
が
非
公
開
で

宣
誓
証
言
し
た
記
録
も
公
表

す
る
。
情
報
特
別
委
が
報
告

書
を
ま
と
め
て
司
法
委
員
会

に
送
付
し
、
下
院
本
会
議
で

は
相
談
が
な
い
ま
ま
札
幌
へ

の
変
更
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
反
発
。
都
が
コ
ー
ス
の
遮

熱
性
舗
装
な
ど
暑
さ
対
策
に

多
額
の
費
用
を
投
じ
て
き
た

と
主
張
し
、
東
京
で
の
開
催

を
重
ね
て
求
め
て
い
た
。

　

森
氏
は
、
暑
さ
対
策
と
し

て
五
輪
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
、
馬
術
の
競
技
時
刻
前
倒

し
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
一
致
し
た
と

説
明
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
各

種
目
は
１
時
間
早
め
、
総
合

馬
術
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

を
午
前
７
時
半
か
ら
８
時
の

間
に
開
始
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。

小
池
氏
、
苦
渋
の
決
断

最
後
ま
で
表
情
硬
く

　
【
共
同
】「
東
京
で
の
開
催

が
ベ
ス
ト
と
の
判
断
は
変

わ
っ
て
い
な
い
」「
都
と
し

て
同
意
は
で
き
な
い
」
と
し

２
６
日
夜
か
ら
２
７
日
未
明

に
か
け
て
シ
リ
ア
北
西
部
イ

ド
リ
ブ
県
の
隠
れ
家
に
い
た

と
こ
ろ
を
米
軍
に
急
襲
さ

れ
、
自
爆
し
た
。
米
中
央
軍

は
米
東
部
時
間
の
３
０
日
、

作
戦
の
映
像
の
一
部
を
初
め

て
公
開
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
は
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク

に
ま
た
が
っ
た
支
配
地
域
を

既
に
失
っ
て
お
り
、
組
織
の

再
興
は
困
難
な
情
勢
だ
が
、

新
指
導
者
決
定
を
受
け
て
支

持
者
ら
が
報
復
テ
ロ
を
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

下
院
本
会
議
は
１
０
月
３
１

日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
疑
惑
の
弾
劾
調
査

開
始
を
正
式
に
決
定
す
る
決

議
案
を
野
党
民
主
党
議
員
ら

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
や
与
党
共
和

党
が
「
手
続
き
上
の
不
備
」

を
主
張
し
召
喚
状
な
ど
を
拒

否
し
て
き
た
た
め
議
会
手
続

き
上
、
調
査
開
始
を
明
確
に

　
【
共
同
】
大
阪
府
泉
佐
野

市
は
１
日
、
総
務
省
が
ふ
る

さ
と
納
税
の
新
制
度
か
ら
市

を
除
外
し
た
決
定
は
違
法
と

Ｉ
Ｓ
、
新
指
導
者
決
定
と
声
明

バ
グ
ダ
デ
ィ
容
疑
者
の
死
確
認

　
【
共
同
】
萩
生
田
光
一
文

部
科
学
相
は
１
日
の
閣
議
後

記
者
会
見
で
、
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
へ
の
英
語
民
間

検
定
試
験
の
導
入
に
つ
い

て
「
自
信
を
持
っ
て
受
験
生

に
薦
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、

２
０
２
０
年
度
は
見
送
る
と

発
表
し
た
。
経
済
格
差
や
地

域
格
差
を
広
げ
る
な
ど
の
批

判
に
対
し
、
十
分
な
対
応
策

が
間
に
合
わ
な
い
と
判
断

し
た
こ
と
が
主
な
理
由
と
し

た
。

　

今
後
は
民
間
試
験
の
活
用

の
是
非
も
含
め
１
年
を
め
ど

に
仕
組
み
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
議
論
。
そ
の
上
で
２
４

年
度
を
め
ど
に
新
た
な
制
度

の
導
入
を
検
討
す
る
と
し

た
。

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は

２
０
年
１
月
の
実
施
が
最
後

と
な
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
の
後
継
で
、
英
語
へ
の

民
間
試
験
の
導
入
は
目
玉
の

一
つ
だ
っ
た
。
見
直
し
が
行

わ
れ
る
ま
で
の
間
、
共
通
テ

ス
ト
の
英
語
は
従
来
の
セ
ン

タ
ー
試
験
と
同
様
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
が
作
成
す
る
試

験
問
題
の
み
で
実
施
す
る
。

　

民
間
試
験
に
は
、
経
済
格

差
や
地
域
格
差
を
広
げ
る
と

の
懸
念
か
ら
、
高
校
現
場
や

野
党
に
加
え
、
自
民
党
内
か

ら
も
延
期
論
が
噴
出
。
萩
生

田
氏
が
テ
レ
ビ
番
組
で
「
身

の
丈
に
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
」
と
し
た
発
言
へ
の
批
判

も
収
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
萩

生
田
氏
は
「
判
断
に
影
響
し

て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

見
直
し
の
理
由
と
し
て

は
、
格
差
の
問
題
を
挙
げ
た

ほ
か
、
試
験
実
施
を
民
間
団

体
に
委
ね
た
こ
と
で
文
科
省

が
間
接
的
に
し
か
関
わ
れ
ず

対
応
が
遅
れ
た
と
し
、
構
造

的
な
問
題
が
あ
っ
た
と
の
考

え
も
示
し
た
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
受

験
に
必
要
な
「
共
通
Ｉ
Ｄ
」

の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
１

日
午
前
か
ら
開
始
予
定
だ
っ

た
が
、
萩
生
田
氏
は
「
受
け

の
弾
劾
訴
追
決
議
に
向
け
て

訴
追
案
の
起
草
に
着
手
す
る

と
し
て
い
る
。

　

弾
劾
調
査
の
開
始
手
続
き

の
方
法
は
明
文
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、ペ
ロ
シ
下
院
議
長（
民

主
党
）
は
当
初
、
決
議
は
必

要
な
い
と
し
て
９
月
下
旬
に

調
査
開
始
を
宣
言
し
た
。
し

か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
や
共

和
党
は
過
去
の
弾
劾
調
査
で

は
下
院
本
会
議
の
開
始
決
議

が
あ
っ
た
と
し
て
協
力
を
拒

否
し
て
き
た
た
め
方
針
転
換

し
た
。

な
が
ら
、
大
会
成
功
を
考
慮

し
た
苦
渋
の
決
断
を
口
に
し

た
。
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
マ
ラ
ソ
ン
と
競
歩
の
札
幌

移
転
案
に
反
発
し
、
対
応
が

注
目
さ
れ
て
き
た
東
京
都
の

小
池
百
合
子
知
事
。
１
日
、

移
転
が
正
式
決
定
し
た
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
の
調
整
委
員
会
で
は

硬
い
表
情
を
見
せ
続
け
た
。

　

小
池
氏
は
４
者
協
議
の
場

で
都
や
関
係
者
に
よ
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
都
民

の
期
待
を
改
め
て
振
り
返

り
「
来
年
の
大
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、（
関
係
機
関
が
）

信
頼
し
合
っ
て
前
に
進
む
こ

と
が
重
要
だ
」と
力
説
し
た
。

　

五
輪
後
に
東
京
で
別
の
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る
と
の

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
案
に
対
し
て
は

「
バ
ッ
ハ
会
長
か
ら
真
摯
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
」
と

評
価
し
、
笑
顔
も
見
せ
た
。

コ
ー
ツ
調
整
委
員
長
は
小
池

氏
の
決
断
に
笑
み
を
浮
か
べ

て
応
じ
た
。

　

そ
の
後
、
定
例
の
記
者
会

見
に
臨
ん
だ
小
池
氏
。
４
者

協
議
で
強
調
し
た
「
合
意
な

き
決
定
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
多

用
。
移
転
案
が
発
表
さ
れ
た

１
０
月
１
６
日
以
降
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
に
根
拠
や
経
緯
を
繰
り
返

し
尋
ね
て
き
た
が
、「（
現
在

も
）
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

多
い
」
と
不
満
げ
な
様
子
。

　
「
本
当
は
機
運
醸
成
の
時

期
な
の
に
、
別
の
こ
と
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
移
転
問
題
に
振
り
回

さ
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

五
輪
の
開
催
都
市
契
約
で
都

の
立
場
が
弱
い
こ
と
を
説
明

し
な
が
ら
「
移
転
案
を
覆
す

こ
と
は
難
し
い
」
と
残
念
そ

う
に
述
べ
、
最
後
ま
で
表
情

が
和
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ

た
。

ソ
ン
と
競
歩
の
準
備
で
、
別

の
目
的
に
活
用
で
き
な
い
も

の
は
費
用
を
都
に
負
担
さ
せ

な
い
④
他
の
競
技
は
移
転
し

な
い
―
で
一
致
し
た
と
報
告

し
、
続
い
て
小
池
氏
が
移
転

　

４
者
協
議
の
冒
頭
で
コ
ー

ツ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
調
整
委
員
長
が
①

会
場
変
更
の
権
限
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ

に
あ
る
②
都
は
札
幌
移
転
で

生
じ
る
費
用
を
負
担
し
な
い

③
都
が
既
に
行
っ
た
マ
ラ

付
け
を
停
止
し
た
。
発
行
は

し
な
い
」
と
し
た
。

　

民
間
試
験
は
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
と
協
定
書
を
締
結
し

た
６
団
体
の
７
種
類
で
、
受

験
生
は
２
０
年
４
〜
１
２
月

に
最
大
２
回
受
験
。
各
大
学

は
成
績
を
出
願
資
格
に
し
た

り
、
大
学
独
自
の
試
験
に
加

点
し
た
り
す
る
仕
組
み
だ
っ

た
。

　

全
国
高
等
学
校
長
協
会
な

ど
は
、
へ
き
地
や
離
島
で
暮

ら
し
て
い
た
り
、
家
計
が
苦

し
か
っ
た
り
す
る
受
験
生
へ

の
救
済
策
が
乏
し
い
な
ど
と

し
て
、
導
入
延
期
を
求
め
て

い
た
。

復
元
さ
れ
た
。
内
閣
府
沖
縄

総
合
事
務
局
に
よ
る
と
、
正



下
院
で
は
罷
免
求
め
る
声
も

ど
を
分
析
し
た
り
し
て
い

た
。

　

１
０
月
３
１
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
ベ
国
か
ら

出
て
伯
国
沖
を
通
っ
た
船
は

１
４
隻
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ

が
、
海
軍
や
大
学
関
係
者
ら

が
衛
星
写
真
を
解
析
し
た
結

果
、
７
月
２
９
日
に
パ
ラ
イ

バ
州
の
沖
７
３
３
・
２
キ
ロ

の
地
点
で
原
油
流
出
と
思
し

き
帯
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

７
月
２
８
〜
２
９
日
に
同
海

域
を
航
行
し
た
唯
一
の
疑
惑

船
舶
と
し
て
ボ
ウ
ボ
ウ
リ
ナ

丸
の
名
前
が
上
が
っ
た
。

　

ボ
ウ
ボ
ウ
リ
ナ
丸
は
伯
国

沖
で
も
位
置
監
視
の
た
め
の

機
器
を
切
っ
て
お
ら
ず
、
い

わ
ゆ
る
幽
霊
船
や
ダ
ー
ク
・

シ
ャ
ー
ク
に
は
当
た
ら
な

い
。
だ
が
、
原
油
流
出
に
関

す
る
報
告
は
何
も
出
て
お
ら

ず
、
原
油
流
出
が
故
意
か
否

か
は
不
明
な
ま
ま
だ
。
原
油

が
捨
て
ら
れ
た
の
か
、
漏
れ

た
の
か
や
、
正
確
な
流
出
量

も
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

連
警
の
「
マ
ー
ク
ラ
（
汚

　

１
０
月
３
１
日
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
下
議
が
、「
チ
リ
で
の
民
衆
デ
モ
の

よ
う
な
こ
と
が
伯
国
で
起
こ
れ
ば
、
新
た
な
軍
政
令
第
５
条
（
Ａ
Ｉ
５
）
発
令
な
ど

の
思
い
切
っ
た
措
置
が
必
要
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
明
る
み
と
な
っ
た
。
軍
政
時
代

に
政
治
犯
の
投
獄
や
暗
殺
を
急
増
さ
せ
、
議
会
閉
鎖
も
招
い
た
、
伯
国
政
治
史
で
も

悪
名
高
い
同
法
の
名
前
を
威
嚇
的
な
意
味
合
い
で
語
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
連
邦
議

会
や
最
高
裁
か
ら
強
い
反
発
が
生
じ
、
父
親
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
遺
憾
の
意
を

表
明
し
た
。
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

や
否
や
、
各
方
面
か
ら
厳
し

い
批
判
が
飛
ん
だ
。

　

最
高
裁
で
は
マ
ル
コ
・
ア

ウ
レ
ー
リ
オ
・
メ
ロ
判
事

が
「
民
主
主
義
の
破
壊
だ
」

と
発
言
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
弁
護

士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
の
フ
ェ
リ

ペ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ス
会
長
は

「
憲
法
へ
の
攻
撃
行
為
で
あ

り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
に
も
相
当

す
る
、
受
け
入
れ
が
た
い
行

為
だ
」
と
批
判
し
た
，

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

議
長
は
、「
民
主
主
義
に
対

す
る
不
快
な
言
動
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
関
か
ら
反
発
を

招
く
の
は
必
至
だ
」
と
発

言
。
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル
コ
ル
ン

ブ
レ
上
院
議
長
も
、「
民
主

主
義
の
結
果
と
し
て
の
、
国

民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選
ば

れ
た
議
員
か
ら
こ
の
よ
う
な

発
言
が
出
る
の
は
ば
か
げ
て

い
る
」
と
批
判
し
た
。

　

１
９
６
８
年
１
２
月
に
施

行
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
５
は
、
警
察

に
よ
る
政
治
犯
へ
の
暴
力
行

為
や
検
閲
な
ど
が
司
法
の
範

疇
を
超
え
て
容
認
さ
れ
た
法

律
で
、
同
法
が
施
行
さ
れ
て

　

三
男
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
が

Ａ
Ｉ
５
発
言
で
政
界
、
司
法

界
か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
い
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
、
マ

リ
エ
レ
元
リ
オ
市
議
殺
害
事

件
関
与
の
疑
い
が
晴
れ
た
と

思
い
き
や
、
矛
盾
点
が
続
々

と
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
今
週

は
散
々
だ
っ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

い
た
１
９
７
８
年
ま
で
の
間

は
、
政
治
犯
の
死
者
、
行
方

不
明
者
が
激
動
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
伯

国
内
で
は
、
軍
政
の
誕
生
そ

の
も
の
よ
り
も
悪
名
高
い
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ェ
リ
ペ
・
サ
ン
タ
ク
ル

ス
Ｏ
Ａ
Ｂ
会
長
の
父
親
は
Ａ

Ｉ
５
時
代
に
逮
捕
さ
れ
て
行

方
不
明
と
な
り
（
そ
の
後
に

殺
害
さ
れ
た
と
の
証
明
書
が

発
行
さ
れ
た
）、
マ
イ
ア
議

長
一
家
も
同
法
施
行
前
後
に

チ
リ
に
亡
命
し
て
い
る
。

　

下
院
で
は
早
く
も
、
労
働

者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
を
中
心
と
し

た
左
派
政
党
が
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
氏
の
罷
免
を
求
め
は
じ
め

て
い
る
。
マ
イ
ア
議
長
は
罷

免
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

「
何
ら
か
の
処
罰
は
あ
り
う

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

軍
政
タ
ブ
ー
に
触
れ
大
問
題
に

れ
、
不
純
の
意
味
）
作
戦
」

で
家
宅
捜
索
を
受
け
た
２
社

は
、
デ
ル
タ
・
タ
ン
カ
ー
ズ

社
の
船
舶
に
関
す
る
責
任
を

負
っ
て
い
る
。
家
宅
捜
索
令

状
は
ナ
タ
ル
市
の
北
大
河
連

邦
裁
判
所
が
出
し
、
リ
オ
市

で
執
行
さ
れ
た
。

　

海
軍
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ボ

ウ
リ
ナ
丸
は
４
月
に
も
原
油

漏
れ
（
ま
た
は
投
棄
）
の
責

任
を
問
わ
れ
、
米
国
で
４
日

間
航
行
を
差
し
止
め
ら
れ
た

経
歴
が
あ
る
と
い
う
。

　

原
油
漂
着
に
よ
る
被
害
は

１
０
月
３
１
日
現
在
で
９
州

９
７
市
２
８
６
カ
所
に
拡
大

し
、
海
洋
生
物
の
宝
庫
と
さ

れ
る
ア
ブ
ロ
リ
ョ
ス
国
立
海

洋
公
園
か
ら
１
０
０
キ
ロ
で

７
月
１
５
日
か
ら
３
日
間
に

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
ベ
国
）
の
プ

エ
ル
ト
・
ホ
セ
に
停
泊
し
て

１
０
０
万
バ
レ
ル
の
原
油
を

積
み
込
ん
だ
後
、
伯
国
沖
を

通
り
、
南
ア
フ
リ
カ
を
経
て

マ
レ
ー
シ
ア
（
一
部
報
道
で

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
向

か
っ
た
と
い
う
。

　

海
軍
は
伯
国
沖
を
航
行

し
た
船
１
１
０
０
隻
の
内
、

３
０
隻
に
つ
い
て
、
本
国
に

問
い
合
わ
せ
た
り
、
航
路
な

　
【
既
報
関
連
】
８
月
３
０

日
か
ら
続
い
て
い
る
北
東
部

海
岸
の
原
油
汚
染
に
関
し
、

連
警
が
１
日
、
原
油
を
運
ん

で
い
た
船
が
特
定
さ
れ
た
と

し
て
、
リ
オ
市
中
央
部
に
本

社
を
置
く
ラ
ク
マ
ン
・
ア

ジ
ェ
ン
シ
ア
・
マ
リ
チ
マ
社

と
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
オ
・
ブ
リ
エ

ン
ズ
・
ブ
ラ
ジ
ル
社
の
家
宅

捜
索
を
行
っ
た
と
同
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

原
油
流
出
源
と
み
な
さ
れ

た
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
デ
ル

タ
・
タ
ン
カ
ー
ズ
社
が
所
有

す
る
ボ
ウ
ボ
ウ
リ
ナ
丸
で
、

ベ
国
か
ら
原
油
運
ん
だ
船
管
理

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
や
は
り
関
与
？

南
ア
経
由
で
マ
レ
ー
シ
ア
へ

バ
イ
ア
州
最
南
部
に
あ
る
プ

ラ
ド
市
の
コ
ル
ン
バ
ウ
海
岸

に
も
達
し
た
。

　

原
油
が
漂
着
し
た
海
岸
の

３
割
は
、
原
油
が
２
度
以
上

漂
着
し
て
お
り
、
原
油
で
汚

染
さ
れ
た
場
所
は
、
海
岸
や

河
口
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林

や
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
に
及
ぶ
。

　

原
油
で
汚
れ
た
状
態
で
見

つ
か
っ
た
生
物
（
ウ
ミ
ガ
メ

や
イ
ル
カ
、
海
鳥
な
ど
）
は

１
０
０
匹
以
上
で
、
内
約
７

割
は
死
亡
し
た
。
ま
た
、
死

ん
だ
魚
が
浮
ん
だ
と
こ
ろ
も

あ
る
。

　

経
済
活
動
へ
の
影
響
は
、

漁
業
や
海
洋
養
殖
、
観
光
業

な
ど
を
中
心
に
報
告
さ
れ
て

お
り
、
１
日
か
ら
は
海
老
や

カ
ニ
も
禁
漁
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
。
だ
が
、
農
務
省
は

１
０
月
３
０
日
に
、
ま
だ
危

険
と
は
い
え
な
い
と
の
理
由

で
禁
漁
措
置
を
解
除
し
た
。

　

事
の
発
端
は
、
エ
ド
ゥ
ル

ド
氏
が
１
０
月
２
８
日
に
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
レ
ー

ダ
・
ナ
グ
レ
氏
に
よ
る
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
番
組
用
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
も
の
が
、

１
０
月
３
１
日
に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
だ
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
そ
こ

で
、「
森
林
破
壊
も
原
油
漏

れ
に
よ
る
海
洋
汚
染
も
、
全

て
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
せ
い
に
さ

れ
る
」
と
語
り
、「
左
派
が

今
回
の
チ
リ
の
デ
モ
の
よ
う

な
騒
ぎ
方
を
し
た
あ
か
つ
き

に
は
、
こ
ち
ら
に
も
用
意
が

あ
る
。
Ａ
Ｉ
５
を
や
る
ま
で

だ
」
と
答
え
て
い
た
。

　

こ
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
る

原油流出源とみなされたボウボウリナ丸
（Divulgação/Delta Tankers）

エドゥアルド氏
（Lula Marques）

父
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
嘆
く

マリエレ事件

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の
父
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
、「
Ａ

Ｉ
５
は
妄
想
者
だ
け
が
口
に

す
る
も
の
」
と
語
り
、
息
子

の
発
言
を
「
嘆
か
わ
し
い
」

と
語
っ
た
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
同
日

午
後
、謝
罪
発
言
を
行
っ
た
。

一
家
。
そ
れ
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
か
の
よ
う
な
行
動
が

ウ
ル
グ
ア
イ
で
も
起
き
た
。

決
選
投
票
に
進
ん
だ
大
統
領

候
補
の
ラ
カ
ー
ジ
ェ
・
ポ
ウ

氏
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

に
対
し
、「
決
選
投
票
で
は

私
を
支
持
し
な
い
で
く
れ
」

と
願
う
発
言
を
行
っ
た
こ
と

だ
。
先
日
大
統
領
選
が
行
わ

れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、

マ
ウ
リ
シ
オ
・
マ
ク
リ
氏
の

支
持
率
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

の
支
持
を
受
け
た
途
端
に
急

落
し
て
お
り
、
最
終
的
に
敗

れ
て
い
る
。
決
選
投
票
は

２
４
日
だ
が
果
た
し
て
？

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
月
３
０
日
に
逮
捕
さ

れ
て
い
た
、
夫
婦
共
に
元
リ

オ
州
知
事
の
ア
ン
ト
ニ
ー
・

ガ
ロ
チ
ー
ニ
ョ
氏
と
ロ
ジ
ー

ニ
ャ
氏
が
、
翌
日
に
早
速
釈

放
さ
れ
た
。
ガ
ロ
チ
ー
ニ
ョ

氏
に
と
っ
て
は
５
度
目
、
ロ

ジ
ー
ニ
ャ
氏
に
と
っ
て
は
３

度
目
の
逮
捕
は
た
っ
た
１
日

で
終
わ
っ
た
。
釈
放
と
な
っ

た
の
は
人
身
保
護
令
が
出
た

か
ら
だ
が
、
出
し
た
の
は
最

高
裁
の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン

デ
ス
判
事
。
も
は
や
「
大
物

政
治
家
の
釈
放
の
裏
に
こ
の

人
あ
り
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
い
る
が
、
本
人
は

そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
３
日
と
１
０
日
は
、

こ
の
時
期
毎
年
恒
例
の
国
家

高
等
試
験
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
が

行
わ
れ
る
。
昨
年
の
こ
の
試

験
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
を
揶
揄
し
た
の
で
は
な
い

か
と
本
人
自
身
か
ら
指
摘
さ

れ
た
設
問
も
あ
っ
た
が
、
同

大
統
領
の
政
権
が
は
じ
ま
っ

て
以
降
、
最
初
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ

は
一
体
ど
の
よ
う
な
感
じ
と

な
る
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

全
国
の
受
験
生
の
将
来
が
か

か
る
試
験
。
受
験
生
の
健
闘

を
祈
り
た
い
。

　

国
立
宇
宙
研
究
所
（
Ｉ
ｎ

ｐ
ｅ
）
に
よ
る
と
、
１
０
月

の
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森

林
火
災
は
７
８
５
５
件
で
、

１
９
９
８
年
に
観
測
を
開
始

し
て
以
来
、
最
少
だ
っ
た
事

が
わ
か
っ
た
と
１
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
森
林
火
災

最
少
は
１
９
９
８
年
の

８
７
７
７
件
で
、
最
多
は

２
０
０
７
年
の
２
８
７
３
１

件
だ
。
昨
年
は
１
万
６
５
４

件
だ
っ
た
か
ら
、
前
年
同
月

比
で
は
２
６
・３
％
減
だ
。

　

他
方
、
パ
ン
タ
ナ
ル
で
の

火
災
は
２
４
３
０
件
を
記

録
。
最
少
だ
っ
た
昨
年
同

月
の
１
２
０
件
の
約
２
０

倍
に
な
っ
た
。
パ
ン
タ
ナ

ル
で
の
森
林
火
災
最
多
は
、

２
０
０
２
年
の
２
７
６
１
件

だ
。

　

カ
ア
チ
ン
ガ
で
も
、
昨

年
１
０
月
の
２
４
７
６
件

に
対
し
て
９
０
・
５
％
増
の

４
７
１
６
件
を
記
録
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
月
間
平
均

件
数
に
は
達
し
て
い
な
い
。

　

マ
ッ
タ
・
ア
ト
ラ
ン
チ

カ
（
大
西
洋
岸
森
林
）
で

も
同
様
に
、
１
２
４
３

件
が
２
１
８
４
件
に
、

７
５
・
７
％
増
加
し
た
。
こ

ち
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
月
間

平
均
の
３
０
９
７
件
よ
り
は

少
な
い
。

　

ア
マ
ゾ
ン
環
境
調
査
研
究

所
（
Ｉ
ｐ
ａ
ｍ
）
調
査
員
の

ア
ナ
・
ア
レ
ン
カ
ー
ル
氏
に

よ
る
と
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン
以

外
の
植
生
で
の
森
林
火
災
増

加
は
、
ア
マ
ゾ
ン
で
の
火
災

増
加
と
同
じ
理
由
で
起
き
た

と
い
う
。
同
氏
は
、
少
雨
や

干
ば
つ
は
火
災
が
広
が
る
理

由
に
は
な
る
が
、
火
災
を
起

こ
す
理
由
に
は
な
ら
な
い
と

し
、
火
災
を
起
こ
す
真
の
理

由
は
、
森
林
火
災
を
環
境
犯

罪
と
し
て
罰
し
て
こ
な
か
っ

た
事
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
い
け
ば
、

法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
火

災
減
少
は
、
国
際
社
会
か
ら

の
圧
力
を
受
け
た
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
が
軍
も
導
入
し
た

火
災
予
防
策
を
発
表
し
、
不

法
伐
採
な
ど
も
厳
し
く
取
り

締
ま
っ
た
か
ら
と
い
え
そ
う

だ
。
法
定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
火

災
は
、
８
月
の
３
万
９
０
１

件
以
後
、
激
減
し
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
リ
オ
州
検

察
局
が
１
０
月
３
０
日
に
、

「
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ
元
リ

オ
市
議
の
殺
害
犯
人
エ
ウ
シ

オ
・
ケ
イ
ロ
ス
容
疑
者
が
犯

行
数
時
間
前
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
を
訪
れ
て
い
た
」
と

の
情
報
は
門
番
の
虚
偽
報
告

だ
っ
た
と
判
断
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
矛
盾
す
る
事
実
や

疑
問
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。

１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
リ
オ
検
察
局
が

１
０
月
３
０
日
に
行
っ
た
、

入
場
を
許
可
し
た
の
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
と
同
じ
コ
ン
ド
ミ

ニ
オ
の
「
６
５
／
６
６
番
」

に
住
ん
で
い
た
ロ
ニ
ー
・
レ
ッ

サ
容
疑
者
だ
っ
た
と
の
鑑
識

が
、
１
３
時
５
分
に
依
頼
を

受
け
た
後
、
１
５
時
３
０
分

ま
で
の
２
時
間
２
５
分
と
い

う
短
時
間
で
終
わ
っ
て
い
た
こ

と
だ
。

　

こ
の
鑑
識
は
、
エ
ウ
シ
オ

容
疑
者
が
レ
ッ
サ
容
疑
者
の

コ
ン
ド
ミ
ニ
オ
で
犯
行
当
日

に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た

こ
と
が
１
０
月
４
日
に
判
明

し
、
門
番
を
呼
ん
で
事
情
聴

取
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
エ
ウ

シ
オ
容
疑
者
は
最
初
に
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
住
む
コ
ン
ド
ミ

ニ
オ
「
５
８
番
」
を
指
名
し

て
入
場
を
希
望
し
た
」
と
証

言
し
た
こ
と
の
真
偽
を
問
う

も
の
で
、
１
０
月
１
５
日
に

は
鑑
識
で
き
る
状
況
に
あ
っ

た
。
だ
が
、
２
週
間
以
上
遅

れ
て
グ
ロ
ー
ボ
局
の
報
道
が

出
た
時
点
で
や
っ
と
、
そ
れ

も
短
時
間
で
行
わ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
リ
オ
州
検
察
局

が
虚
偽
の
報
告
と
判
断
す
る

決
め
手
と
し
た
、
２
０
１
８

年
３
月
１
４
日
の
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
記
録
は
、
２
０
１
９

年
１
０
月
３
０
日
現
在
に
記

録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、
過
去
に
改
ざ
ん

さ
れ
た
可
能
性
の
有
無
を
確

認
し
て
い
な
か
っ
た
。
門
番

が
勤
務
し
て
い
る
詰
め
所
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
解
析
も
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　

改
ざ
ん
疑
惑
は
、
レ
ッ
サ

容
疑
者
の
妻
が
、
今
年
の
１

月
１
９
日
に
、
犯
行
当
日
に

門
番
が
「
５
８
番
を
経
由
し

て
６
６
番
に
入
っ
た
」
と
記

し
た
手
書
き
の
通
話
記
録
の

写
真
を
撮
っ
て
送
信
し
て
い

た
の
が
、
彼
女
の
携
帯
電
話

の
中
に
残
っ
て
い
た
こ
と
で
生

じ
た
。
エ
ウ
シ
オ
、
レ
ッ
サ
両

容
疑
者
は
１
月
２
２
日
に
警

察
の
事
情
聴
取
を
受
け
て
い

た
。

　

さ
ら
に
、
１
０
月
３
０
日

に
「
門
番
の
証
言
は
虚
偽
」

と
す
る
記
者
会
見
に
も
立
ち

会
っ
た
検
察
官
の
一
人
で
、
マ

リ
エ
レ
事
件
を
担
当
す
る
カ

ル
メ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏

が
、
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
熱
心
な
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
支

持
者
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

に
マ
リ
エ
レ
氏
の
追
悼
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
叩
き
割
っ
た

リ
オ
州
議
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ア

モ
リ
ム
氏
と
写
真
に
写
っ
て
い

た
事
実
も
判
明
し
、
問
題
と

な
っ
た
。

　

政
党
ノ
ー
ヴ
ォ
は
１
０
月

３
１
日
、
リ
カ
ル
ド
・
サ
レ

ス
環
境
相
の
党
員
資
格
を
一

時
的
に
差
し
止
め
る
処
分
を

下
し
た
。
同
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

同
党
に
よ
る
と
、
党
員
資

格
差
し
止
め
は
、
環
境
相
と

し
て
の
職
務
に
党
員
の
不
満

が
強
い
か
ら
だ
と
い
う
。

　

サ
レ
ス
氏
の
解
任
嘆
願
書

を
出
し
た
リ
オ
州
議
の
シ
コ
・

ブ
リ
ョ
ン
エ
ス
氏
は
、「
強
い

意
思
を
持
っ
て
業
務
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
有

能
な
人
材
の
解
雇
や
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
と
い
っ
た
行
為
や
、

議
論
も
行
わ
な
い
ま
ま
国
際

的
な
非
政
府
団
体
を
批
判
す

る
な
ど
、
公
的
な
政
治
を
貶

め
て
い
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
」
と
の
声
明
を
出
し
て

い
る
。

　

同
党
に
よ
る
と
、
サ
レ
ス

氏
に
対
し
て
は
、「
党
の
イ

メ
ー
ジ
を
著
し
く
傷
つ
け
た
」

と
の
理
由
で
党
内
裁
判
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
党
員
資
格

の
差
し
止
め
は
そ
れ
ま
で
の

間
の
仮
処
分
に
あ
た
る
と
い

う
。

　

サ
レ
ス
氏
は
、
８
月
の
法

定
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
火
災

拡
大
の
ほ
か
、
８
月
末
に
は

じ
ま
っ
た
北
東
部
の
海
岸
へ
の

原
油
漂
着
問
題
で
も
被
害
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、

国
際
的
な
批
判
を
受
け
て
い

た
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月1日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9917  R$
買　3.9910  R$

円相場
売　0.0369  R$
買　0.0369  R$

「左翼が暴れたらＡＩ５」

ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
火
災
が
減
少

パ
ン
タ
ナ
ル
は
２
０
倍
に
増
加

検
察
局
の
捜
査
で
矛
盾
続
発

エドゥアルド
北東部原油漂着

連
警
が
リ
オ
で
船
会
社
捜
索

（２）２０１９年 第５３６２号 １１月 ２日 （土曜日）

サ
レ
ス
環
境
相
の
党
員
資
格
停
止

環
境
問
題
に
お
け
る
失
態
続
き
で

ノーヴォ



　

筆ひ
っ

者し
ゃ

が
講こ

う

演え
ん

の
結む

す

び
に
必か

な
ら
ず
引い

ん

用よ
う

す
る
言こ

と

葉ば

が
あ
る
。「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う　

万ば
ん

燈と
う

照し
ょ
う

国こ
う

」
で
あ
る
。
一い

っ

本ぽ
ん

の
ロ
ウ
ソ
ク
は
ほ
ん

の
一い

ち

隅ぐ
う

し
か
照て

ら
せ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
ロ
ウ
ソ
ク
が
１
万ま

ん

本ぼ
ん

も
集あ

つ

ま
れ
ば
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

を
も
照て

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う

意い

味み

で
あ
る
。

　

も
と
も
と
は
最さ

い

澄ち
ょ
うの
「
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す　

此こ

れ
則す

な
わ
ち
国こ

く

宝ほ
う

な
り
」（
社し

ゃ

会か
い

の
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す
人ひ

と

は
国く

に

の
宝た

か
らで
あ
る
）」
を
、

昭し
ょ
う

和わ

の
陽よ

う

明め
い

学が
く

者し
ゃ

・
安や

す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

師し

が
ア
レ
ン
ジ
し
た
言こ

と

葉ば

の

よ
う
だ
。

　

世よ

の
中な

か

に
は
多お

お

く
の
問も

ん

題だ
い

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
個こ

人じ
ん

の
力

ち
か
ら

で
は
な
か
な
か
解か

い

決け
つ

で
き
な
い
。
だ
か
ら
と
言い

っ
て
、
無む

力
り
ょ
く

感か
ん

に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
自じ

分ぶ
ん

の
周

し
ゅ
う

囲い

を
照て

ら
し
、
そ
う
い
う
人ひ

と

が
万ま

ん

と
集あ

つ

ま
れ
ば
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

を
も

照て

ら
し
出だ

す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
国こ

く

民み
ん

の
和わ

の
力ち

か
らで
国く

に

を
明あ

か

る
く
す
る
、
と

い
う
意い

味み

で
「
和わ

の
国く

に

」
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

民み
ん

の
生い

き
方か

た

を
指さ

し
示し

め

す
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。
こ
の
生い

き
方か

た

に
通つ

う

ず
る
考か

ん
が
え
方か

た

が
、
先せ

ん

週
し
ゅ
う

号ご
う

［
Ａ
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精せ

い

神し
ん

科か

医い

・
心し

ん

理り

学が
く

者し
ゃ

の
フ
ラ
ン
ク
ル
の
著ち

ょ

書し
ょ

に
書か

か
れ
て
い
て
、
驚お

ど
ろか
さ
れ
た
。

　

あ
る
時と

き

、
一ひ

と

人り

の
青せ

い

年ね
ん

が
フ
ラ
ン
ク
ル
の
所と

こ
ろに
来き

て
、
生い

き

る
意い

味み

に
つ
い
て
、
こ
う
語か

た

っ
た
。

　
あ
な
た
は
な
ん
と
で
も
い
え
ま
す
よ
。
あ
な
た
は
現げ

ん

に
、
相そ

う

談だ
ん

所じ
ょ

を
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
た
し
、
人ひ

と

々び
と

を
手て

助だ
す

け
し
た
り
、
立た

ち
直な

お

ら
せ
た
り
し
て
い
る
。
で
も
、
私わ

た
しは
と
い
え
ば
…
…
。
私わ

た
しを
ど

う
い
う
人に

ん

間げ
ん

だ
と
お
思お

も

い
で
す
か
。
私わ

た
しの
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うを
な
ん
だ
と
お

思お
も

い
で
す
か
。
一い

っ

介か
い

の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

で
す
よ
。
私わ

た
しは
ど
う
し

た
ら
い
い
ん
で
す
か
。［
１
，　
３
３
３
］

　

果は

た
し
て
「
一い

っ

介か
い

の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

」
に
は
生い

き
る
意い

味み

な

ど
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　
こ
こ
で
思お

も

い
出だ

し
た
の
は
、
イ
タ
リ

ア
の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

に
入は

い

っ
た
時と

き

の
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

の
体た

い

験け
ん

だ
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

駐
ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

か
ら
勧す

す

め
ら
れ
た
店み

せ

が
ト
リ
ノ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

街が
い

に
あ
っ
て
、
ワ

イ
シ
ャ
ツ
を
買か

お
う
と
そ
の
店み

せ

に
入は

い

っ
た
時と

き

の
こ
と
で
あ
る
。

　

対た
い

応お
う

し
て
く
れ
た
の
は
、
ま
る
で
貴き

族ぞ
く

の
家い

え

の
執し

つ

事じ

の
よ
う

な
品ひ

ん

の
良よ

い
身み

だ
し
な
み
の
５
０
代だ

い

く
ら
い
の
男だ

ん

性せ
い

店て
ん

員い
ん

だ
っ

「
和わ

の
国く

に

」
の
民た

み

は
こ
う
生い

き
る

           
フ
ラ
ン
ク
ル
心し

ん

理り

学が
く

か
ら

２０１９年
ねん

８月
がつ

４日
か

版
ばん

た
。
私わ

た
しの
好こ

の

み
を
聞き

き
な
が
ら
、
あ
る
柄が

ら

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
見み

せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
気き

に
入い

っ
て
買か

う
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、

彼か
れ

は
さ
ら
に
こ
の
シ
ャ
ツ
に
ぴ
っ
た
り
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
、

と
い
う
。

　

押お

し
つ
け
が
ま
し
く
も
な
く
、
自し

然ぜ
ん

な
応お

う

対た
い

な
の
で
、
私

わ
た
し

も
気き

を
許ゆ

る

し
て
「
見み

て
み
た
い
」
と
い
う
と
、店み

せ

の
奥お

く

か
ら
２
、

３
着ち

ゃ
くの
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
出だ

し
て
き
て
、
着き

せ
て
く
れ
た
。
客き

ゃ
くの

サ
イ
ズ
を
見み

極き
わ

め
る
眼が

ん

力り
き

が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
い
ず
れ
も
私わ

た
しの

体た
い

型け
い

に
ぴ
っ
た
り
で
、
着き

心ご
こ

地ち

抜ば
つ

群ぐ
ん

だ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一い

っ

着ち
ゃ
く、
青あ

お

い
細こ

ま

か
な
格こ

う

子し

縞じ
ま

の
入は

い

っ
た
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
は
、
今い

ま

ま
で
の
私わ

た
しの
好こ

の

み
か
ら
す
れ
ば
目め

も
向む

け
な
か
っ
た

デ
ザ
イ
ン
だ
っ
た
が
、
着き

て
鏡か

が
み
を
見み

る
と
、
太ふ

と

っ
た
私わ

た
し
が
だ
い

ぶ
着き

痩や

せ
し
て
見み

え
る
。
思お

も

わ
ず
、
こ
れ
に
し
ま
す
、
と
言い

っ

て
し
ま
っ
た
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
こ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
合あ

う
ズ
ボ
ン
は
ど
う
か
、
と

い
う
事こ

と

で
、
ま
た
２
、３
本ぼ

ん

出だ

し
て
く
れ
た
。
グ
レ
ー
の
無む

地じ

の
ズ
ボ
ン
が
見み

事ご
と

に
合あ

っ
て
、
こ
れ
も
買か

う
こ
と
に
し
た
。
結け

っ

局き
ょ
く、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
買か

い
に
行い

っ
た
ら
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら
ズ
ボ

ン
ま
で
買か

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
値ね

段だ
ん

は
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

流り
ゅ
う

店て
ん

相そ
う

当と
う

で
、
仕し

立た

て
も
良よ

く
、
そ
れ
か
ら
７
、８
年ね

ん

経た

つ
が

こ
こ
で
買か

っ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ズ
ボ
ン
は
今い

ま

で
も
私わ

た
しの
お
気き

に
入い

り
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大た

い

国こ
く

だ
が
、
デ
ザ
イ
ン
や
縫ほ

う

製せ
い

だ
け
で
な
く
、
こ
う
い
う
目め

利き

き
の
「
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

」
た

ち
が
沢た

く

山さ
ん

い
る
こ
と
が
、
そ
の
名め

い

声せ
い

を
支さ

さ

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
、

と
思お

も

っ
た
。
こ
う
い
う
経け

い

験け
ん

を
し
た
客き

ゃ
く
か
ら
見み

れ
ば
、「
一い

っ

介か
い

の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

」
だ
か
ら
生い

き
る
意い

味み

な
ど
な
い
、
と
は

絶ぜ
っ

対た
い

に
言い

え
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
指し

摘て
き

す
る
。

　
こ
の
男お

と
こが
忘わ

す

れ
て
い
た
の
は
、
な
に
を
し
て
暮く

ら
し
て
い
る

か
、
ど
ん
な
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
い
る
か
は
結け

っ

局き
ょ
くど
う
で
も
よ
い
こ

と
で
、
む
し
ろ
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
こ
と
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
持も

ち
場ば

、
自じ

分ぶ
ん

の

活か
つ

動ど
う

範は
ん

囲い

に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
最さ

い

善ぜ
ん

を
尽つ

く
し
て
い
る
か
だ
け

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
活か

つ

動ど
う

範は
ん

囲い

の
大お

お

き
さ
は
大た

い

切せ
つ

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
大た

い

切せ
つ

な
の
は
、
そ
の
活か

つ

動ど
う

範は
ん

囲い

に
お
い
て
最さ

い

善ぜ
ん

を
尽つ

く
し
て

い
る
か
、
生せ

い

活か
つ

が
ど
れ
だ
け
「
ま
っ
と
う
さ
れ
て
」
い
る
か
だ

け
な
の
で
す
。［
１
，　
３
３
３
］

　
フ
ラ
ン
ク
ル
の
説と

く
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う

」
す

な
わ
ち
「
一い

っ

本ぽ
ん

の
燈と

う

火か

が
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

そ
の

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後あ

と

で
、
フ
ラ
ン
ク
ル
は
こ
う
続つ

づ

け
る
。

　

各か
く

人じ
ん

の
具ぐ

体た
い

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

範は
ん

囲い

内な
い

で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

人に
ん

間げ
ん

が
か
け
が
え
な
く
代だ

い

理り

不ふ

可か

能の
う

な
の
で
す
。
だ
れ
も
が

そ
う
で
す
。
各か

く

人じ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

が
与あ

た

え
た
仕し

事ご
と

は
、
そ
の
人ひ

と

だ
け

が
果は

た
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人ひ

と

だ
け
に
求も

と

め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。［
１
，　
３
３
７
］

　

ト
リ
ノ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

街が
い

の
洋よ

う

品ひ
ん

店て
ん

に
飛と

び
込こ

ん
で
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

客き
ゃ
くへ
の
対た

い

応お
う

は
、
そ
の
時と

き

、
そ
の
場ば

に
い
た
彼か

れ

に
し
か
で
き
な

い
仕し

事ご
と

だ
っ
た
。
彼か

れ

は
そ
の
仕し

事ご
と

を
見み

事ご
と

に
果は

た
し
、
そ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

客き
ゃ
くの
好こ

の

み
の
幅は

ば

を
広ひ

ろ

げ
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界か

い

へ

の
敬け

い

愛あ
い

を
植う

え
付つ

け
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
店み

せ

に
そ
の
時と

き

、
彼か

れ

が
い
な
か
っ
た
ら
、
私わ

た
し
は
ち
ょ
っ
と

覗の
ぞ

い
た
だ
け
で
、
気き

に
入い

っ
た
も
の
が
な
い
な
、
と
出で

て
行い

っ

て
し
ま
っ
た
ろ
う
。
ま
た
別べ

つ

の
店み

せ

に
入は

い

っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
自じ

分ぶ
ん

に
合あ

う
デ
ザ
イ
ン
を
勧す

す

め
て
く
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う

」
に
は
、「
あ
る
一い

っ

燈と
う

は
一い

ち

隅ぐ
う

し
か
照て

ら
せ
な
い
」

と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
そ
の
一い

っ

燈と
う

で
し
か
照て

ら
せ
な
い
一い

ち

隅ぐ
う

が

あ
る
」
と
い
う
意い

味み

も
あ
る
。
そ
の
一い

っ

燈と
う

が
な
け
れ
ば
、
そ
の

一い
ち

隅ぐ
う

は
暗く

ら

い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

を
隅す

み

々ず
み

ま
で
明あ

か

る
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人に

ん

間げ
ん

が
か
け
が
え
な
く
代だ

い

理り

不ふ

可か

能の
う

な

存そ
ん

在ざ
い

」
と
い
う
事こ

と

か
ら
、
我わ

れ

々わ
れ

は
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
人じ

ん

生せ
い

で
自じ

分ぶ
ん

独ど
く

自じ

の
意い

味み

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点て

ん

を
フ
ラ
ン
ク
ル
は
人じ

ん

体た
い

の
細さ

い

胞ぼ
う

を
例れ

い

に
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

原げ
ん

始し

的て
き

な
細さ

い

胞ぼ
う

は
「
万ば

ん

能の
う

」
の
機き

能の
う

を
持も

ち
、
食た

べ
た
り
、

運う
ん

動ど
う

し
た
り
、
増ぞ

う

殖し
ょ
くし
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、
人に

ん

間げ
ん

の
よ

う
な
高こ

う

度ど

の
有ゆ

う

機き

体た
い

の
中な

か

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
細さ

い

胞ぼ
う

は
互た

が

い
に

機き

能の
う

分ぶ
ん

化か

し
て
い
る
。

　
そ
の
場ば

合あ
い

、
個こ

こ々

の
細さ

い

胞ぼ
う

は
、
は
じ
め
の
「
完か

ん

全ぜ
ん

」
な
能の

う

力り
ょ
くの
代か

わ
り
に
、
代だ

い

理り

不ふ

可か

能の
う

な
機き

能の
う

を
手て

に
入い

れ
た
の
で

す
。

　
こ
う
し
て
、
た
と
え
ば
、
眼め

の
網も

う

膜ま
く

の
細さ

い

胞ぼ
う

は
、
も
は
や

食た

べ
た
り
、
運う

ん

動ど
う

し
た
り
、
増ぞ

う

殖し
ょ
くし
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、網も

う

膜ま
く

の
細さ

い

胞ぼ
う

が
で
き
る
た
っ
た
一ひ

とつ
の
こ
と
、

つ
ま
り
、
視し

覚か
く

に
つ
い
て
い
う
と
、
い
ま
で
は
、
ず
ば
ぬ
け
て

見み

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
こ
の
特と

く

殊し
ゅ

な
機き

能の
う

に
お
い
て
、
眼め

は
代だ

い

理り

不ふ

可か

能の
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
皮ひ

膚ふ

の
細さ

い

胞ぼ
う

、
筋き

ん

肉に
く

の
細さ

い

胞ぼ
う

、
生せ

い

殖し
ょ
く

細さ
い

胞ぼ
う

は
け
っ
し
て
も
う
、
網も

う

膜ま
く

の
細さ

い

胞ぼ
う

を
代だ

い

理り

で

き
な
い
の
で
す
。［
１
，　
５
６
８
］

　

し
か
し
、
唯ゆ

い

一い
つの
存そ

ん

在ざ
い

と
い
う
だ
け
で
何な

ん

ら
か
の
価か

値ち

が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
人に

ん

間げ
ん

は
唯ゆ

い

一い
つ

の
指し

紋も
ん

を
持も

っ
て
い
る
が
、
そ
の
「
個こ

体た
い

性せ
い

」
だ
け
で
は
、
せ

い
ぜ
い
犯は

ん

罪ざ
い

調ち
ょ
う

査さ

く
ら
い
し
か
役や

く

に
立た

た
な
い
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人に

ん

間げ
ん

が
唯ゆ

い

一い
つの
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
る
こ
と
に
価か

値ち

が
あ
る
の
は
、
人に

ん

間げ
ん

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
い
う
上

じ
ょ
う

位い

に
お
か
れ
た
全ぜ

ん

体た
い

に
関か

ん

与よ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
す
。
個こ

こ々

の
細さ

い

胞ぼ
う

の
機き

能の
う

が
有ゆ

う

機き

体た
い

全ぜ
ん

体た
い

に
と
っ
て
意い

味み

を
も
っ
て
い
る
の
と
お
な
じ
で
す
。

　
唯ゆ

い

一い
つの
あ
り
方か

た

に
価か

値ち

が
あ
り
う
る
の
は
、
た
だ
、
自じ

分ぶ
ん

だ

け
で
唯ゆ

い

一い
つ
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
人に

ん

間げ
ん

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

に
と
っ
て
唯ゆ

い

一い
つで
あ
る
場ば

合あ
い

だ
け
で
す
。［
１
，　
５
８
８
］

　
こ
れ
は
我わ

が
国く

に

の
「
処と

こ
ろ
を
得え

る
」
と
い
う
理り

想そ
う

に
通つ

う

じ
る
。

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
御ご

誓せ
い

文も
ん

と
同ど

う

時じ

に
発は

っ

せ
ら
れ
た
御ご

宸し
ん

翰か
ん

（
国こ

く

民み
ん

へ
の
お
手て

紙が
み

）
の
中な

か

で
、「
天て

ん

下か

億お
く

兆ち
ょ
う、
一ひ

と

人り

も
其そ

の

処と
こ
ろを
得え

ざ
る
時と

き

は
、
皆み

な

朕ち
ん

が
罪つ

み

な
れ
ば
」（
す
べ
て
の
国こ

く

民み
ん

が

ひ
と
り
で
も
そ
の
処と

こ
ろ
を
得え

ら
れ
な
い
時と

き

は
、
み
な
私わ

た
しの
罪つ

み

で
あ

る
の
で
）
と
述の

べ
ら
れ
た
。

　
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
自じ

由ゆ
う

な
国こ

く

民み
ん

と
し
て
個こ

性せ
い

的て
き

な
能の

う

力り
ょ
くと
志

こ
こ
ろ
ざ
し

を
持も

ち
、
国こ

っ

家か

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
「
処と

こ
ろ
を
得え

て
」
そ
れ
ぞ
れ
の

一い
ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
し
て
い
く
。
明め

い

治じ

維い

新し
ん

が
目め

指ざ

し
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
国こ

っ

家か

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
ル
の
言こ

と

葉ば

で

は
「
人に

ん

間げ
ん

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

に
と
っ
て
唯ゆ

い

一い
つ
」
の
価か

値ち

あ
る
存そ

ん

在ざ
い

に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
ト
リ
ノ
の
洋よ

う

品ひ
ん

店て
ん

の
店て

ん

員い
ん

は
、
そ
の
よ
う
な

「
処と

こ
ろを
得え

た
」
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
っ
た
。

　
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
唯ゆ

い

一い
つの
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
意い

味み

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
と
同ど

う

時じ

に
、
そ
の
人ひ

と

の
一い

っ

回か
い

き
り
の
人じ

ん

生せ
い

の
中な

か

で
も
、
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

一い
っ

瞬し
ゅ
んに
ど
ん
な
意い

味み

を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
か
が
問と

わ
れ

て
い
る
。
こ
の
点て

ん

を
フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
か
つ
て
新し

ん

聞ぶ
ん

で
読よ

ん
だ

短み
じ
かい
記き

事じ

を
例れ

い

に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

無む

期き

懲ち
ょ
う

役え
き

の
判は

ん

決け
つ

を
受う

け
た
ひ
と
り
の
黒こ

く

人じ
ん

が
、
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

島と
う

に
移い

送そ
う

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
船ふ

ね

が
マ
ル
セ
イ
ユ
港こ

う

か
ら
沖お

き

合あ
い

に
出で

た
時と

き

、
火か

災さ
い

が
発は

っ

生せ
い

し
た
。
こ
の
非ひ

常じ
ょ
う

時じ

に
黒こ

く

人じ
ん

は

手て

錠じ
ょ
うを
解と

か
れ
、
救

き
ゅ
う

助じ
ょ

作さ

業ぎ
ょ
うに
加く

わ

わ
っ
た
。
彼か

れ

は
十

じ
ゅ
う

人に
ん

も
の

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

達た
ち

が
理り

想そ
う

と
し
た
生い

き
方か

た

は
、

     

西せ
い

洋よ
う

の
現げ

ん

代だ
い

心し
ん

理り

学が
く

に
も
通つ

う

ず
る
普ふ

遍へ
ん

的て
き

な
智ち

慧え

だ
っ
た

（３） ２０１９年第５３６２号 	１１月	 ２日	（土曜日）

命い
の
ちを
救す

く

い
、
後の

ち

に
そ
の
働は

た
ら
き
に
免め

ん

じ
て
恩お

ん

赦し
ゃ

を
受う

け
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
実じ

つ

話わ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
後あ

と

で
、
フ
ラ
ン
ク
ル
は
こ
う

問と

い
か
け
る
。

　
も
し
だ
れ
か
が
ま
だ
乗

じ
ょ
う

船せ
ん

前ま
え

に
、
つ
ま
り
マ
ル
セ
イ
ユ
港こ

う

の

埠ふ

頭と
う

で
、
こ
の
黒こ

く

人じ
ん

に
、
お
前ま

え

が
こ
れ
か
ら
も
生い

き
る
意い

味み

が
ま
だ
な
に
か
あ
る
の
か
、
と
た
ず
ね
た
と
し
た
ら
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
黒こ

く

人じ
ん

は
首く

び

を
横よ

こ

に
振ふ

ら
ざ
る
を

得え

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。［
１
，　
Ｐ
２
９
６
］

　

し
か
し
、
突と

つ

然ぜ
ん

訪お
と
ずれ
た
火か

事じ

に
際さ

い

し
て
、
こ
の
黒こ

く

人じ
ん

は
勇ゆ

う

気き

を
奮ふ

る

っ
て
人ひ

と

々び
と

を
救す

く

い
、
そ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

に
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

で
大お

お

き

な
意い

味み

を
成な

し
遂と

げ
た
。

　
一い

ち

日に
ち

一い
ち

日に
ち

、
一い

ち

時じ

間か
ん

一い
ち

時じ

間か
ん

、
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

一い
っ

瞬し
ゅ
んが
一い

っ

回か
い

き
り
だ
と

い
う
こ
と
も
、
人じ

ん

生せ
い

に
お
そ
ろ
し
く
も
す
ば
ら
し
い
責せ

き

任に
ん

の
重お

も

み
を
負お

わ
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
一い

っ

回か
い

き
り
の
要よ

う

求き
ゅ
うが
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
な
か
っ
た
、
い
ず
れ
に
し
て
も
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
な
か
っ
た
時じ

間か
ん

は
、
失う

し
なわ
れ
た
の
で
す
。「
永え

い

遠え
ん

に
」
失う

し
なわ
れ
た
の
で
す
。
し

か
し
逆ぎ

ゃ
くに
、
そ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

の
機き

会か
い

を
生い

か
し
て
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
た
こ

と
は
、
ま
た
と
な
い
仕し

方か
た

で
拾ひ

ろ

わ
れ
て
現げ

ん

実じ
つ

に
な
っ
た
の
で
す
。

［
１
，　
５
２
７
］

　
こ
の
説せ

つ

明め
い

が
思お

も

い
起お

こ
さ
せ
る
の
は
、「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」
と
い
う

言こ
と

葉ば

だ
。
茶ち

ゃ

会か
い

に
臨の

ぞ

む
際さ

い

に
、
そ
の
客き

ゃ
く
と
は
「
一い

っ

生し
ょ
う（
一い

ち

期ご

）

に
一い

ち

度ど

の
出で

会あ

い
（
一い

ち

会え

）
と
考か

ん
が
え
て
、
真ま

心ご
こ
ろを
尽つ

く
せ
」
と

い
う
茶さ

道ど
う

の
心

こ
こ
ろ

得え

で
あ
る
。
２
０
１
５
（
平へ

い

成せ
い

２
７
）
年ね

ん

に

ノ
ー
ベ
ル
生せ

い

理り

学が
く

・
医い

学が
く

賞し
ょ
うに
輝か

が
やい
た
大お

お

村む
ら

智さ
と
し・
北き

た

里ざ
と

大だ
い

学が
く

特と
く

別べ
つ

栄え
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

記き

念ね
ん

講こ
う

演え
ん

で
、
こ
の
言こ

と

葉ば

を
信し

ん

条じ
ょ
うと
し
て
き
た
、
と
語か

た

っ
た
。

　

大お
お

村む
ら

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
か
つ
て
夜や

間か
ん

高こ
う

校こ
う

で
試し

験け
ん

監か
ん

督と
く

を
し
て
い
る

際さ
い

に
、
ひ
と
り
の
生せ

い

徒と

が
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を
握に

ぎ

っ
て
い
る
手て

の
指ゆ

び

に
油あ

ぶ
ら
が

こ
び
り
つ
い
て
い
る
の
を
見み

つ
け
た
。
昼ひ

る

間ま

は
機き

械か
い

作さ

業ぎ
ょ
うで
油

あ
ぶ
ら

に
ま
み
れ
て
働は

た
ら
き
、
夜よ

る

は
夜や

間か
ん

高こ
う

校こ
う

で
学ま

な

ぶ
。
そ
れ
を
見み

て

感か
ん

動ど
う

し
た
大お

お

村む
ら

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
自じ

分ぶ
ん

も
も
っ
と
何な

に

か
を
し
な
け
れ

ば
済す

ま
な
い
と
い
う
気き

に
な
り
、「
学ま

な

び
直な

お

そ
う
」
と
決け

つ

意い

し

た
。
こ
の
一い

っ

瞬し
ゅ
んの
出で

会あ

い
が
ノ
ー
ベ
ル
賞し

ょ
うに
至い

た

る
研け

ん

究き
ゅ
うの
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

だ
っ
た
。［
Ａ
］

　
「
一い

ち

日に
ち

一い
ち

日に
ち

、
一い

ち

時じ

間か
ん

一い
ち

時じ

間か
ん

、
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

一い
っ

瞬し
ゅ
んが
一い

っ

回か
い

き
り
」

で
あ
り
、
そ
の
時と

き

々ど
き

で
、
人ひ

と

は
最さ

い

善ぜ
ん

を
尽つ

く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ト
リ
ノ
の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

が
、
飛と

び
込こ

み
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

客き
ゃ
くを
迎む

か

え
た
の
も
、ま
さ
に
一い

っ

回か
い

限か
ぎ

り
の
一い

っ

瞬し
ゅ
んの
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
一い

っ

瞬し
ゅ
んに
彼か

れ

は
最さ

い

善ぜ
ん

を
尽つ

く
し
、
そ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

客き
ゃ
くに
深ふ

か

い
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
と
い
か
に
も
堅か

た

苦く
る

し
い
人じ

ん

生せ
い

論ろ
ん

の
よ
う
だ
が
、
そ

ん
な
人じ

ん

生せ
い

に
楽た

の

し
み
や
幸し

あ
わせ
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　
フ
ラ
ン

ク
ル
は
、
こ
う
語か

た

る
。

　
た
し
か
に
人じ

ん

生せ
い

に
は
ま
た
よ
ろ
こ
び
も
あ
り
ま
す
が
、・
・
・

よ
ろ
こ
び
は
お
の
ず
と
湧わ

く
も
の
な
の
で
す
。
帰き

結け
つ

が
出で

て
く

１
．
現げ

ん

代だ
い

心し
ん

理り

学が
く

と

        「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う　

万ば
ん

燈と
う

照し
ょ
う

国こ
う

」

２
．「
一い

っ

介か
い

の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

」の

         

生い

き
る
意い

味み

と
は

る
よ
う
に
、
お
の
ず
と
湧わ

く
の
で
す
。
し
あ
わ
せ
は
、
け
っ
し

て
目も

く

標ひ
ょ
うで
は
な
い
し
、・・・
そ
れ
は
結け

っ

果か

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

［
１
，　
２
６
２
］

　
フ
ラ
ン
ク
ル
に
人じ

ん

生せ
い

の
意い

味み

を
問と

い
か
け
た
「
一い

っ

介か
い

の
洋よ

う

服ふ
く

屋や

の
店て

ん

員い
ん

」
は
、
仕し

事ご
と

に
生い

き
が
い
を
見み

い
だ
せ
ず
に
、
趣し

ゅ

味み

や
酒さ

け

に
楽た

の

し
み
を
求も

と

め
る
か
も
知し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で

本ほ
ん

当と
う

の
歓よ

ろ
こ
び
や
幸し

あ
わせ
を
得え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
に
比く

ら

べ
て
、ト
リ
ノ
の
洋よ

う

品ひ
ん

店て
ん

の
店て

ん

員い
ん

は
ど
う
だ
ろ
う
。

ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
買か

い
に
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

客き
ゃ
くに
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ズ
ボ
ン

ま
で
売う

っ
て
、
店み

せ

に
貢こ

う

献け
ん

し
、
客き

ゃ
くか
ら
も
感か

ん

謝し
ゃ

さ
れ
た
。
こ
う

い
う
一い

ち

日に
ち

の
後あ

と

、
彼か

れ

が
家い

え

に
帰か

え

っ
て
飲の

む
ワ
イ
ン
は
さ
ぞ
美お

味い

し
い
こ
と
だ
ろ
う
。「
よ
ろ
こ
び
は
お
の
ず
と
湧わ

く
も
の
」「
し

あ
わ
せ
は
結け

っ

果か

」
と
は
、
こ
う
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

　

人に
ん

間げ
ん

は
生い

き
る
意い

味み

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
。
意い

味み

が
見み

つ
か
ら

な
い
ま
ま
、
酒さ

け

や
趣し

ゅ

味み

に
逃と

う

避ひ

し
て
も
、
そ
れ
は
決け

っ

し
て
真し

ん

の

歓よ
ろ
こび
に
も
幸し

あ
わせ
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
歓よ

ろ
こ
び
も
幸し

あ
わせ
も
、
人に

ん

間げ
ん

が
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
意い

味み

を
見み

つ
け
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
そ
れ
を
果は

た
し
た

結け
っ

果か

と
し
て
得え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一い

っ

本ぽ
ん

の
燈と

う

火か

と
し
て
周

し
ゅ
う

囲い

の
「
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す
」。
与あ

た

え
ら

れ
た
場ば

で
「
処と

こ
ろ
を
得え

」
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
適て

き

性せ
い

と
能の

う

力り
ょ
くを
フ
ル
に

発は
っ

揮き

し
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
た
め
に
尽つ

く
す
。
そ
の
過か

程て
い

で
「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」
の
精せ

い

神し
ん

で
、
出で

会あ

っ
た
人ひ

と

々び
と

に
真ま

心ご
こ
ろを
尽つ

く
し
、
遭そ

う

遇ぐ
う

し
た
機き

会か
い

に
最さ

い

善ぜ
ん

を
尽つ

く
す
。

　

ト
リ
ノ
の
洋よ

う

品ひ
ん

店て
ん

の
店て

ん

員い
ん

は
ま
さ
に
そ
う
い
う
生い

き
方か

た

を
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
ん
な
人ひ

と

々び
と

が
増ふ

え
れ
ば
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

が
照て

ら
さ
れ
て
、
幸し

あ
わ
せ
と
歓よ

ろ
こ
び
に
満み

ち
た
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

が
出で

来き

る
だ
ろ

う
。

　

も
し
、
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

が
地じ

震し
ん

や
津つ

波な
み

な
ど
の
天て

ん

災さ
い

に
襲お

そ

わ

れ
た
と
し
た
ら
、
人ひ

と

々び
と

は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
護ご

送そ
う

さ
れ
る

船せ
ん

上じ
ょ
うで
人ひ

と

々び
と

を
助た

す

け
た
黒こ

く

人じ
ん

囚し
ゅ
う

人じ
ん

の
よ
う
に
、
必ひ

っ

死し

の
思お

も

い

で
助た

す

け
合あ

う
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
姿す

が
た
は
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で

我わ
れ

々わ
れ

は
繰く

り
返か

え

し
見み

て
い
る
。

　
「
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す
」「
処と

こ
ろ
を
得え

る
」「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」。
こ
れ
ら
、

我わ
れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

の
深ふ

か

い
智ち

慧え

の
籠こ

も
っ
た
言こ

と

葉ば

は
、「
和わ

の
国く

に

」

の
民た

み

の
生い

き
方か

た

を
指さ

し
示し

め

す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
は
現げ

ん

代だ
い

の
西せ

い

洋よ
う

心し
ん

理り

学が
く

に
も
通か

よ

う
普ふ

遍へ
ん

的て
き

な
智ち

慧え

な
の
で

あ
る
。

　
「
和わ

の
国く

に

」
の
美う

つ
く
し
さ
、
勁つ

よ

さ
（
糸い

と

が
張は

り
つ
め
て
ゆ
る
み

が
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

）
は
、
こ
う
い
う
民た

み

の
生い

き
方か

た

か
ら
生し

ょ
う
ず
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
２
４
）　

国こ
く

民み
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
と
は
何な

に

か　

～　
フ
ラ
ン
ク
ル
心し

ん

理り

学が
く

か
ら

　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

を
生い

き
延の

び
た
精せ

い

神し
ん

科か

医い

ヴ
ィ
ク

ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
心し

ん

理り

学が
く

で
、
国こ

く

民み
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
を

考か
ん
がえ
て
み
れ
ば
。
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あ
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で
し
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Começam investigações 
sobre incêndio em 
Castelo de Shuri

Ministro da Justiça do Japão renuncia 
após relatos de pagamentos indevidos

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Castelo de Shuri (01/11/2019)

Política (31/10/2019)

A polícia e o corpo de 
bombeiros da província 
de Okinawa, no sul do Ja-
pão, deram início a uma 
investigação in loco um 
dia depois do incêndio 
que destruiu o Castelo de 
Shuri.
Cerca de 80 funcionários 
da polícia começaram a 
trabalhar no local antes do 
meio-dia de sexta-feira, 
juntamente com membros 
do corpo de bombeiros.
O foco da investigação é 

Após entregar a sua car-
ta de renúncia, o minis-
tro da Justiça Katsuyuki 
Kawai falou em uma de-
claração a repórteres que 
a administração do judici-
ário não pode arcar com o 
ônus de perder a confian-
ça pública.
Kawai entregou a sua car-

o pavilhão principal, onde 
a polícia acredita que o 
incêndio tenha começa-
do, para descobrir o que 
o causou, e como ele se 
propagou.
O incêndio teve início na 
madrugada de quinta-feira 
e se espalhou rapidamen-
te para outras estruturas, 
levado pelo vento. Foram 
necessárias cerca de 11 
horas para que o fogo fos-
se extinto. Até então todas 
as principais estruturas do 

ta de renúncia ao primei-
ro-ministro Shinzo Abe na 
manhã desta quinta-feira. 
Sua saída ocorre depois de 
relatos de que o gabinete 
de sua esposa Anri Kawai, 
que foi eleita para a Câ-
mara Alta do Parlamento 
japonês em julho, teria 
feito pagamentos acima 

complexo do castelo ha-
viam sido destruídas.
Segundo a polícia, um 
sensor instalado no lado 
norte do edifício principal 
soou o alarme, e um segu-
rança correu para o local, 
e descobriu que a entrada 
estava fechada. O guarda 
teria destravado a porta, 
entrado no pavilhão e vis-
to que o mesmo já se en-
contrava cheio de fumaça.
O Castelo de Shuri foi 
construído originalmente 

do limite máximo legal 
para a equipe de sua cam-
panha eleitoral.
Após se encontrar com o 
premiê, Kawai informou a 
repórteres que o cargo de 
ministro da Justiça envol-
ve grandes responsabili-
dades. Ele disse que nem 
ele nem sua esposa têm 

há cerca de 500 anos, mas 
fora destruído na Batalha 
de Okinawa, no fim da 
Segunda Guerra Mundial. 
O pavilhão principal e ou-
tros edifícios haviam sido 
reconstruídos.
As ruínas do castelo origi-
nal são classificadas como 
Patrimônio Mundial da 
Humanidade pela Unes-
co, mas não os edifícios 
restaurados.

conhecimento sobre o que 
está sendo noticiado e que 
ele acredita que no tocan-
te a suas atividades políti-
cas e eleitoras, ele agiu de 
acordo com a lei.
Kawai prometeu prestar 
contas e cumprir com sua 
responsabilidade.

Maratona e marcha atlética da 
Olimpíada de Tóquio de 2020 serão 
realizadas em Sapporo

Olimpíada (01/11/2019)

O local de realização das 
provas de maratona e mar-
cha atlética da Olimpíada 
de 2020 será transferido de 
Tóquio para a cidade de Sa-
pporo, província de Hokkai-
do, no norte do país.
A decisão tem como objeti-
vo evitar o calor extremo do 
verão. Segundo o Comitê 

Olímpico Internacional, as 
temperaturas são 5 a 6 graus 
mais baixos em Sapporo.
Representantes de 4 enti-
dades envolvidas na orga-
nização da Olimpíada de 
Tóquio de 2020 se reuniram 
na sexta-feira para discutir a 
questão.
Um representante do COI 

Japão elogia decisão da 
União Europeia de aliviar 
restrições na importação de 
alimentos

Secretário-geral da ONU 
lamenta a morte de Sadako 
Ogata

União Europeia (30/10/2019)

Sadako Ogata (30/10/2019)

O principal porta-voz do 
governo japonês elogiou a 
decisão da União Europeia 
de aliviar restrições de im-
portação de produtos ali-
mentícios do Japão no mês 
que vem.
O secretário-chefe do Ga-
binete, Yoshihide Suga, 
disse a repórteres na quar-
ta-feira que a Comissão 
Europeia vai relaxar restri-
ções em 14 de novembro.
A União Europeia exige 
testes de radiação e certi-

O secretário-geral das 
Nações Unidas, António 
Guterres, divulgou uma 
declaração na terça-feira 
sobre a morte da ex-Alta 
Comissária da ONU para 
Refugiados, Sadako Ogata.
Guterres disse que está 
profundamente triste com 
o falecimento de Ogata, 
chamando-a de um exem-
plo como humanitária para 
pessoas de todo o mundo. 
Segundo ele “Sadako Oga-
ta estabeleceu o padrão 
para o auxílio a refugiados: 
baseado em princípios, 
compaixão e eficiência. 
Ela era destemida em sua 

ficados de segurança para 
produtos agropecuários 
e pesqueiros de 12 pro-
víncias desde o acidente 
de 2011 na usina nuclear 
Fukushima 1.
Esses testes e certificados 
não serão mais exigidos 
para alguns produtos.
Suga disse que o governo 
vai continuar a se esforçar 
para que todas as restrições 
sobre alimentos japoneses 
impostas após o acidente 
nuclear sejam removidas.

defesa das pessoas, ação 
humanitária e soluções po-
líticas.”
O secretário-geral da ONU 
acrescentou que Ogata foi 
a primeira mulher a ocupar 
o cargo de Alta Comissá-
ria para Refugiados, e que 
“foi uma pioneira em des-
tacar não só o impacto da 
violência contra mulheres, 
mas o imperativo do envol-
vimento das mulheres nas 
soluções. Sua contribuição 
continuou muito após ter 
deixado o Alto Comissa-
riado, principalmente na 
articulação do conceito de 
segurança humana.”

enfatizou que seu comitê 
possui autoridade final para 
mudar o local de realização. 
Ele afirmou também que o 
governo metropolitano de 
Tóquio não terá que arcar 
com os custos da mudança 
e prometeu que não haverá 
outras alterações quanto a 
local de realização das pro-

vas.
A governadora de Tóquio, 
Yuriko Koike, disse que se 
opõe à decisão, mas a acei-
tou de forma relutante. Ela 
afirmou que a explicação 
dada pelo COI não é sufi-
ciente, e que discorda em 
relação a alguns pontos.

Premiê japonês condena lançamento 
de míssil pela Coreia do Norte

Banco do Japão mantém 
afrouxamento monetário inalterado, 
mas muda orientação

Coreia do Norte (01/11/2019)

Banco do Japão (31/10/2019)

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, falou à imprensa na 
tarde de quinta-feira.
Ele disse que a Coreia do 
Norte disparou o que se 
acredita ser um míssil ba-

O Banco do Japão decidiu 
manter inalterado o atual 
afrouxamento monetário 
no país, porém com ajuste 
da orientação futura.
Em comunicado, a insti-
tuição diz esperar que as 
taxas de juros de curto e 
longo prazo permaneçam 
nos níveis presentes ou 
sejam reduzidas. O banco 
central japonês pretende 
seguir esta linha até poder 
verificar se desapareceu 

lístico de curto alcance. 
Abe condenou o lançamen-
to, afirmando que o mesmo 
ameaça a paz e a estabilida-
de do Japão e da região.
Abe disse que a Coreia do 

o ímpeto que determinou 
o estabelecimento da sua 
meta de inflação.
O comunicado anterior ha-
via definido o período de 
no mínimo até a primave-
ra japonesa de 2020 para a 
continuidade da atual po-
lítica. Desta vez, contudo, 
nenhum período semelhan-
te foi mencionado.
O Banco do Japão diz ne-
cessitar de cautela contínua 
diante de eventuais efeitos 

Norte lançou mais de 20 
projéteis neste ano. Acres-
centou que está claro que o 
objetivo norte-coreano é de 
aperfeiçoar sua tecnologia 
de mísseis.

da desaceleração do cres-
cimento econômico fora 
do país sobre a economia 
japonesa.
A instituição reafirma a po-
sição de estar disposta a to-
mar medidas adicionais de 
afrouxamento monetário, 
se necessário.
O banco central continuará 
a comprar títulos públicos 
do Japão com o objetivo de 
direcionar para em torno de 
zero por cento o rendimen-

Disse ainda que isto ressal-
ta a necessidade do Japão 
ampliar seus esforços de 
alerta e vigilância.

to dos papéis referenciais 
com prazo de dez anos.
Manterá no negativo a sua 
política de rendimento de 
curto prazo — de menos 
0,1%.
O Banco do Japão conside-
ra ainda de alcance remo-
to a concretização da sua 
meta de inflação — de 2%. 
Estima que o índice ficará 
entre 1% e 2% até o encer-
ramento do ano fiscal de 
2021.
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12
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「
第だ

い

１
６
回か

い

日に

本ほ
ん

語ご

ま
つ

り
」
で
は
「
全ぜ

ん

伯ぱ
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

作さ
く

品ひ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」

応お
う

募ぼ

作さ
く

品ひ
ん

の
展て

ん

示じ

が
行お

こ
な
わ
れ

た
。
最さ

い

近き
ん

で
は
絵か

い

画が

、
書し

ょ

道ど
う

の
関か

ん

心し
ん

が
高た

か

い
一い

っ

方ぽ
う

で
、「
日に

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
（
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

１
６
回か

い

日に

本ほ
ん

語ご

ま

つ
り
」
を
１
０
月が

つ

２
０
日か

、
聖せ

い

市し

ヴ
ィ
ラ
・
マ
リ
ア
ナ
区く

の
同ど

う

セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

し
た
。

「
２
０
１
９
年ね

ん

全ぜ
ん

伯ぱ
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

作さ
く

品ひ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

作さ
く

品ひ
ん

の
展て

ん

示じ

、
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
た
他ほ

か

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
関か

ん

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開ひ

ら

か
れ
、
多お

お

く
の
学が

く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

愛あ
い

好こ
う

家か

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
た
。

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うの
集

し
ゅ
う

大た
い

成せ
い

と
も
言い

え
る
作さ

く

文ぶ
ん
へ
の
応お

う

募ぼ

が
減へ

っ
て

い
る
。
難む

ず
か
し
い
と
い
う
先せ

ん

入
に
ゅ
う

観か
ん

が
あ
る
せ
い
か
」と
の
こ
と
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
うを
始は

じ

め
た
ば
か
り
の
子こ

ど

も
に
は
絵え

日に
っ

記き

か
ら
始は

じ

め
て
、

徐じ
ょ

々じ
ょ

に
作さ

く

文ぶ
ん

ま
で
レ
ベ
ル
を

上あ

げ
て
い
く
そ
う
。
指し

導ど
う

者し
ゃ

も
工く

夫ふ
う

を
こ
ら
し
て
学が

く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

増ぞ
う

加か

に
取と

り
組く

ん
で
い
る
よ

う
だ
。

性せ
い

化か

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の
理り

解か
い

促そ
く

進し
ん

を
目も

く

的て
き

と
し
、
イ
ラ
ス

ト
、
絵か

い

画が

、
硬こ

う

筆ひ
つ

、
書し

ょ

道ど
う

、

作さ
く

文ぶ
ん

、
漫ま

ん

画が

の
６
部ぶ

門も
ん

で
作さ

く

品ひ
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う。
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

に
優ゆ

う

秀
し
ゅ
う

作さ
く

品ひ
ん

が
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
る
。

　

２
０
０
０
～
０
６
年ね

ん

出
し
ゅ
っ

生し
ょ
うの
応お

う

募ぼ

者し
ゃ

の
作さ

く

品ひ
ん

か
ら
は
、

６
部ぶ

門も
ん

の
最さ

い

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

作さ
く

品ひ
ん

が

選せ
ん

出し
ゅ
つさ
れ
、
当と

う

日じ
つ

は
硬こ

う

筆ひ
つ

部ぶ

門も
ん

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
うの
池い

け

本も
と

明あ
け

美み

さ
ん

（
１
４
、
ス
ザ
ノ
金こ

ん

剛ご
う

寺じ

学が
く

園え
ん

）、
イ
ラ
ス
ト
部ぶ

門も
ん

の
ビ
オ

ッ
ト
大た

い

輝き

さ
ん
（
１
３
、
サ

ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

）
が
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞

し
ょ
う

状じ
ょ
うを
受う

け
取と

っ
た
。

　

サ
ン
ト
ア
マ
ロ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

の
エ
ン
ゾ
ウ
・
ジ
ュ
ン
・

タ
バ
さ
ん
（
１
３
）
は
絵か

い

画が

部ぶ

門も
ん

の
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

カ
テ
ゴ
リ
ー

で
銅ど

う

メ
ダ
ル
、
弟

お
と
う
との
ブ
ル
ー

ノ
さ
ん
（
９
）
も
絵か

い

画が

部ぶ

門も
ん

の
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
銅ど

う

メ
ダ
ル
を
受う

け
取と

っ
た
。

　
エ
ン
ゾ
ウ
さ
ん
は
「
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

を
受う

け
て
も
っ
と
頑が

ん

張ば

ろ
う
と

い
う
気き

が
わ
い
て
き
た
」、
ブ

ル
ー
ノ
さ
ん
も
「
来ら

い

年ね
ん

は
メ

ダ
ル
を
も
う
１
つ
も
ら
え
る

よ
う
に
頑が

ん

張ば

る
」
と
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。
２
人り

の
母は

は

親お
や

も
「
息む

す

子こ

が
初は

じ

め
て
参さ

ん

加か

し

た
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うで
き

て
、
私わ

た
し
は
世せ

界か
い

一い
ち

幸し
あ
わせ
な
母は

は

親お
や

だ
と
思お

も

う
。
親お

や

に
と
っ
て
も

励は
げ

み
に
な
る
。
受じ

ゅ

賞し
ょ
うと
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

式し
き

は
子こ

ど
も
の
一い

っ

生し
ょ
うの
財ざ

い

産さ
ん

。

今こ
ん

後ご

の
成せ

い

長ち
ょ
うに
も
つ
な
が
る
」

と
満ま

ん

足ぞ
く

げ
な
様よ

う

子す

だ
っ
た
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
折お

り
紙が

み

で
ハ
ロ
ウ

ィ
ー
ン
の
飾か

ざ

り
を
作つ

く

る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
着き

物も
の

の
着き

付つ

け
体た

い

験け
ん

、
け
ん
玉だ

ま

、
知ち

恵え

の
輪わ

な

ど
を
体た

い

験け
ん

で
き
る
コ
ー
ナ
ー

や
古ふ

る

本ほ
ん

市い
ち

も
開ひ

ら

か
れ
、
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
知ち

恵え

の
輪わ

体た
い

験け
ん

で
は
熱ね

っ

中ち
ゅ
うし
て
１
時じ

間か
ん

ほ
ど
取と

り
組く

む
子こ

ど
も
の
姿

す
が
た

も
。
お
好こ

の

み
焼や

き
な
ど
日に

本ほ
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ

ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（In
stitu

do 
N

A
K

 d
o B

rasil

＝
Ｉ

Ｎ
Ｂ
／
北き

た

川が
わ

ジ
ュ
ー
リ
ア
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
昨さ

く

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し

た
書し

ょ

籍せ
き

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

と
Ｉ
Ｎ
Ｂ
創そ

う

立り
つ

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
式し

き

典て
ん

を

１
０
月が

つ

２
３
日に

ち

（
水す

い

）
午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ

パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
行お

こ
ない
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
祝い

わ
っ
た
。 　

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
の
は
『U

m
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ar n
a H
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ria: 

1
1

0
 A

n
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ig -

ração Jap
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esa n
o 

B
rasil

（
歴れ

き

史し

を
見み

つ
め
て 

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

十
じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん

）』（
エ
リ
ア
ネ
・
マ

シ
ャ
ド
著ち

ょ

、
ロ
ヨ
ラ
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、

１
９
６
ペ
ー
ジ
、日に

ち

ポ
対た

い

訳や
く

）。

親し
ん

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
目め

か
ら

見み

た
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
年ね

ん

史し

で
、
広こ

う

範は
ん

な
逸い

つ

話わ

が
盛も

り
込こ

食し
ょ
くも
販は

ん

売ば
い

し
、
好こ

う

評ひ
ょ
うを
博は

く

し

た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

ら
は
太た

い

鼓こ

や
踊お

ど

り
を
披ひ

露ろ
う

。
国こ

く

際さ
い

協
き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

次じ

世せ

代だ
い

育い
く

成せ
い

研け
ん

修し
ゅ
うの

報ほ
う

告こ
く

も
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

同ど
う

コ
ン
ク
ー
ル
の
最さ

い

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く
）。
池い

け

本も
と

明あ
け

美み

（
１
４
、
ス
ザ
ノ
金こ

ん

剛ご
う

寺じ

学が
く

園え
ん

、
硬こ

う

筆ひ
つ

）、
利と

し

光み
つ

裟さ

羅ら

（
１
７
、
マ
リ
リ
ア
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

、絵か
い

画が

、漫ま
ん

画が

の
２
部ぶ

門も
ん

）、

徳と
く

久ひ
さ

竜た
つ

馬ま

（
１
５
、
コ
ロ
ニ

ア
ピ
ニ
ャ
ー
ル
日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル

校こ
う

、
書し

ょ

道ど
う

）、
ビ
オ
ッ
ト
大た

い

輝き

（
１
３
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

、
イ
ラ

ス
ト
）、
塩し

お

谷や

榛は
る

名な

（
１
６
、

ト
メ
ア
ス
ー
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

、

ま
れ
、
そ
の
中な

か

に
は
Ｉ
Ｎ
Ｂ

も
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。

　

最さ
い

初し
ょ

に
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス

の
マ
ル
セ
ロ
・
マ
ト
ア
・
ア
ラ

ウ
ジ
ョ
館か

ん

長ち
ょ
う、
ス
ポ
ン
サ
ー
の

ブ
ラ
ジ
ル
日ひ

立た
ち

の
ク
ラ
ウ
ジ

オ
・
タ
ン
ク
レ
ジ
＝
カ
ン
ト

リ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

著ち
ょ

者し
ゃ

の
エ
リ
ア
ネ
・
マ
シ
ャ

ド
さ
ん
は
挨あ

い

拶さ
つ

で
、「
Ｉ
Ｎ

Ｂ
の
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うを

定て
い

で
、
お
得と

く

な
各か

く

県け
ん

名め
い

物ぶ
つ

の

「
詰つ

め
合あ

わ
せ
弁べ

ん

当と
う

」
を
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
うだ
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

郷き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

な
ど
販は

ん

売ば
い

。
み

そ
か
つ
丼ど

ん

（
愛あ

い

知ち

）、
た
こ

焼や

き
（
岐ぎ

阜ふ

）、
エ
ビ
の
天て

ん

ぷ

ら
、
か
り
ん
と
う
ま
ん
じ
ゅ
う

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

（
群ぐ

ん

馬ま

）、お
し
る
こ
（
奈な

良ら

）、

越え
ち

前ぜ
ん

そ
ば
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

（
福ふ

く

井い

）、
い
ち
ご
大だ

い

福ふ
く

、
し

い
た
け
ご
飯は

ん

（
三み

重え

）
な
ど

を
１
５
レ
ア
ル
前ぜ

ん

後ご

で
楽た

の

し

め
る
。

　

事じ

前ぜ
ん

販は
ん

売ば
い

限げ
ん

定て
い

の
詰つ

め
合あ

わ
せ
弁べ

ん

当と
う

は
、
み
そ
か
つ
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
、
た
こ
焼や

き
、
エ

ビ
の
天て

ん

ぷ
ら
、
お
し
る
こ
、
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
し
い
た
け

ご
飯は

ん

の
６
品し

な

で
な
ん
と
２
７

レ
ア
ル
。

　

販は
ん

売ば
い

は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（
文ぶ

ん

協き
ょ
う
ビ
ル
内な

い

）、
ま
た
は
販は

ん

売ば
い

サ
イ
ト
（h

ttp
s://

w
w

w
.sym

p
la.co

m
.

b
r/h

aru
-n

o
-y

atai-
m

atsu
ri__6

8
2

5
5

1

）
で
購こ

う

入に
ゅ
うで
き
る
。
販は

ん

売ば
い

は
６

日か

（
水す

い

）
ま
で
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
ブ
ラ
ジ
ル
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
郡ぐ

上じ
ょ
う

踊お
ど

り
、
ブ
ラ

ジ
ル
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
剣け

ん

道ど
う

部ぶ

に
よ
る
実じ

つ

演え
ん

、

ひ
ま
わ
り
太た

い

鼓こ

、
藤ふ

じ

間ま

流
り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

の
子こ

ど
も
ら

に
よ
る
シ
ョ
ー
も
行お

こ
な
わ
れ
る
。

豪ご
う

華か

景け
い

品ひ
ん

が
当あ

た
る
ビ
ン
ゴ

大た
い

会か
い

も
。
会か

い

場じ
ょ
うは
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うも

利り

用よ
う

可か

能の
う

。

　

屋や

台た
い

祭ま
つ

り
に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ
は
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
１
０
４
・
８
３ 

９
２
／
３
２
４
１
・
２
６
８ 

２
）
ま
で
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
は
「
各か

く

県け
ん

の
名め

い

物ぶ
つ

が
味あ

じ

わ
え
ま
す
。
特と

く

に
詰つ

め
合あ

わ
せ
弁べ

ん

当と
う

は
お
得と

く

で
す

よ
」
と
魅み

力り
ょ
くを
語か

た
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の

安あ
ん

全ぜ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

に
よ
る
と
、
１
０

月が
つ

２
６
日に

ち

（
土ど

）
午ご

後ご

１
時じ

頃ご
ろ

、
聖せ

い

市し

の
地ち

下か

鉄て
つ

セ
ー
駅え

き

付ふ

近き
ん

の
路ろ

上じ
ょ
うで
、
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の

男だ
ん

性せ
い

（
４
０
代だ

い

）
が
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

の
ひ
っ
た
く
り
被ひ

害が
い

に
遭あ

っ

た
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
旅り

ょ

行こ
う

会が
い

社し
ゃ

の

セ
ン
ト
ロ
観か

ん

光こ
う

ツ
ア
ー
に
参さ

ん

加か

し
、
解か

い

散さ
ん

後ご

に
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

で
タ
ク
シ
ー
を
呼よ

ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
自じ

転て
ん

車し
ゃ

に
乗の

っ
た

男だ
ん

女じ
ょ

２
人り

組ぐ
み

に
ひ
っ
た
く
ら

れ
た
。
け
が
は
な
か
っ
た
が
、

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

は
「
屋お

く

外が
い

で
の
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

の
使し

用よ
う

を
避さ

け
、
時と

き

折お
り

周し
ゅ
う

囲い

を
確か

く

認に
ん

し
て
」
と
警け

い

戒か
い

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
観か

ん

光こ
う

ツ
ア
ー
の
場ば

合あ
い

、
解か

い

散さ
ん

し

て
集

し
ゅ
う

団だ
ん

か
ら
離は

な

れ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
を
狙ね

ら

っ
て
い
る
恐お

そ

れ
も
。

自じ

宅た
く

に
着つ

く
ま
で
は
気き

を
ゆ

る
め
な
い
方ほ

う

が
良よ

さ
そ
う
だ
。会

かい

場
じょう

となる聖
せい

地
ち

の様
よう

子
す

　

同ど
う

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
全ぜ

ん

伯ぱ
く

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

か
ら
約や

く

１
５
０
０
点て

ん

の
応お

う

募ぼ

が
あ

り
、
う
ち
４
６
８
人に

ん

が
入

に
ゅ
う

賞
し
ょ
う

し
た
。
当と

う

日じ
つ

の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

に
は

約や
く

１
０
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

に
メ
ダ
ル
が
首く

び

に
掛か

け
ら
れ
た
。
伯は

っ

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

は
減げ

ん

少し
ょ
う

傾け
い

向こ
う

に
あ
る
が
、
同ど

う

セ
ン
タ
ー
の
ノ

ゲ
イ
ラ
亜あ

也や

・
研け

ん

修し
ゅ
うコ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
「
年ね

ん

々ね
ん

作さ
く

品ひ
ん

の
レ
ベ
ル
は
上あ

が
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
学が

く

習
し
ゅ
う

者し
ゃ

の
意い

欲よ
く

向こ
う

上じ
ょ
うや
学が

く

習し
ゅ
うの
活か

っ

コ
ン
ク
ー
ル
に
１
５
０
０
点て

ん

応お
う

募ぼ

「
年ね

ん

々ね
ん

レ
ベ
ル
上あ

が
っ
て
い
る
」お

得と
く

な
「
詰つ

め
合あ

わ
せ
弁べ

ん

当と
う

」
も

６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
屋や

台た
い

祭ま
つ

り
10
日か

に

グ
ア
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
の
聖せ

い

地ち

で

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

の
祖そ

霊れ
い

大た
い

祭さ
い

２
日か

Ａ
Ｋ
時じ

代だ
い

か
ら
主し

ゅ

催さ
い

す
る
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

は
今こ

年と
し

１
２
月が

つ

に

第だ
い

２
５
回か

い

目め

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え

る
。

　

式し
き

典て
ん

の
あ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
呉ご

屋や

晴は
る

美み

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
、
経け

い

歴れ
き

紹し
ょ
う

介か
い

か

ピ
ラ
ン
ガ
湖こ

畔は
ん

に
あ
る
聖せ

い

地ち

(A
v. P

rof. H
erm

an
n 

V
on Ihering, 6

5
6

7
 - 

Bairro Parelheiros)

で

「
祖そ

霊れ
い

大た
い

祭さ
い

」
を
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
「
死し

者し
ゃ

の

日ひ

」
に
合あ

わ
せ
て
先せ

ん

祖ぞ

の
魂

た
ま
し
い

を
供く

養よ
う

す
る
も
の
で
、
例れ

い

年ね
ん

２
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

が
参さ

ん

加か

す
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

だ
。
花は

な

な
ど
が
捧さ

さ

げ

ら
れ
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
全ぜ

ん

伯ぱ
く

５
２
４
カ
所し

ょ

の
浄

じ
ょ
う

霊れ
い

セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ

り
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
、
米べ

い

国こ
く

、
チ
リ
か
ら
も
メ

ン
バ
ー
が
参さ

ん

加か

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　
こ
の
聖せ

い

地ち

は
１
９
９
１
年ね

ん

に
建け

ん

設せ
つ

が
開か

い

始し

さ
れ
、
９
５

年ね
ん

に
落ら

く

成せ
い

さ
れ
た
。
３
２
万ま

ん 

７
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

も
あ
り
、
ラ
米べ

い

地ち

域い
き

で
は
最さ

い

大だ
い

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

公こ
う

園え
ん

と

（７） ２０１９年第５３６２号 	１１月	 ２日	（土曜日）

『
歴れ

き

史し

を
見み

つ
め
て
、
百ひ

ゃ
く

十じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん

』

創そ
う

立り
つ

10
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
移い

民み
ん

史し

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

ＩＮＢ

コンクール優
ゆう

秀
しゅう

作
さく

品
ひん

の展
てん

示
じ

を楽
たの

しむ来
らい

場
じょう

者
しゃ

（センター提
てい

供
きょう

）

北
きた

川
がわ

会
かい

長
ちょう

、ベアトリスさん、マシャドさん

日に

本ほ
ん

語ご

ま
つ
り
に
多た

数す
う

来ら
い

場じ
ょ
う

ら
始は

じ

め
、
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うと
し
て

新し
ん

施し

設せ
つ

を
建け

ん

設せ
つ

中ち
ゅ
うの
国こ

く

士し

舘か
ん

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改か

い

修し
ゅ
う

計け
い

画か
く

の
話は

な
し
や
昨さ

く

年ね
ん

一い
ち

年ね
ん

間か
ん

の
活か

つ

動ど
う

報ほ
う

告こ
く

を
し
た
。

　
ス
ザ
ノ
で
北き

た

川が
わ

名め
い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

か
ら
歌う

た

を
習な

ら

っ
て
い
る
中な

か

島じ
ま

美み

津つ

さ
ん
は
「
知し

ら
な
い
話

は
な
し

を
た
く
さ
ん
聞き

け
て
よ
か
っ

た
」、
同お

な

じ
く
教お

し

え
子ご

の
森も

り

時と
き

恵え

さ
ん
も
「
す
ご
く
良よ

か
っ

た
。
北き

た

川が
わ

先せ
ん

生せ
い

は
気き

が
短み

じ
かい

け
ど
、
優や

さ

し
く
教お

し

え
て
く
れ

る
」
と
讃た

た

え
た
。

　

同ど
う

書し
ょ

籍せ
き

の
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
北き

た

川が
わ

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
９
７ 

５
３
０
・
９
０
８
２
）
ま
で

連れ
ん

絡ら
く

を
。

長ち
ょ
うは
「
エ
リ
ア
ネ
さ
ん
は
、

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
Ｉ
Ｎ
Ｂ

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
素す

晴ば

ら
し

い
企き

画か
く

を
立た

て
て
私

わ
た
し

達た
ち

に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
心

こ
こ
ろ

か
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」
と
喜よ

ろ
こ
ん

だ
。
病

び
ょ
う

床し
ょ
うに
伏ふ

す
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

さ
ん
の
代だ

い

理り

で
、
娘む

す
め
の
ベ
ア

ト
リ
ス
さ
ん
が
マ
イ
ク
を
握に

ぎ

り
、「
父ち

ち

に
こ
こ
に
い
て
ほ
し

か
っ
た
。
こ
の
想お

も

い
を
伝つ

た

え
ま

す
」
と
声こ

え

を
震ふ

る

わ
し
た
。

　

北き
た

川が
わ

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
う

は

１
９
９
７
年ね

ん

１
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

ア

マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（
Ｎ
Ａ

Ｋ
）
の
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

を
創そ

う

立り
つ

し
、
０
９
年ね

ん

に
マ
シ
ャ
ド
さ

ん
が
書し

ょ

類る
い

手て

続つ
づ

き
を
担た

ん

当と
う

し

て
法ほ

う

人じ
ん

化か

を
果は

た
し
た
。
Ｎ

『
セ
ン
セ
イ
』
と
呼よ

ん
で
深ふ

か

く
尊そ

ん

敬け
い

し
て
お
り
、
そ
の
敬け

い

意い

か
ら
Ｉ
Ｎ
Ｂ
の
法ほ

う

人じ
ん

化か

な

ど
を
手て

伝つ
だ

っ
て
き
た
」
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

マ
シ
ャ
ド
さ

ん
は
こ
の
本ほ

ん

の
企き

画か
く

を
思お

も

い
つ

き
、
ル
ア
ネ
ー
法ほ

う

（
連れ

ん

邦ぽ
う

税ぜ
い

免め
ん

税ぜ
い

処し
ょ

置ち

）
申し

ん

請せ
い

か
ら
ス
ポ

ン
サ
ー
探さ

が

し
、
調

ち
ょ
う

査さ

・
執し

っ

筆ぴ
つ

ま
で
を
一い

ち

年ね
ん

が
か
り
で
献け

ん

身し
ん

的て
き

に
こ
な
し
て
き
た
。

　

続つ
づ

い
て
Ｉ
Ｎ
Ｂ
の
北き

た

川が
わ

会か
い

い
わ
れ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

心し
ん

に
あ
る
施し

設せ
つ

は
、
空そ

ら

に
浮う

か
ぶ
巨き

ょ

大だ
い

な
指ゆ

び

輪わ

の
形

か
た
ち

を
し
て
お
り
、
高た

か

さ
１
８
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
ギ
リ
シ
ア
建け

ん

築ち
く

の
よ
う
な
柱は

し
ら
１
６
本ぽ

ん

が
そ

れ
を
支さ

さ

え
る
と
い
う
独ど

く

特と
く

の

構こ
う

造ぞ
う

を
持も

っ
て
い
る
。
そ
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

に
は
、
天て

ん

と
地ち

を
つ
な

ぐ
か
の
よ
う
に
７
１
メ
ー
ト

ル
の
尖せ

ん

塔と
う

が
立た

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
こ
か
ら
見み

え
る

グ
ア
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
湖こ

の
眺な

が

め

は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

中ち
ゅ
う

期き

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
画が

家か

「
尾お

形が
た

光こ
う

琳り
ん

」

の
作さ

く

品ひ
ん

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
よ

う
な
湖

み
ず
う
みを
借

し
ゃ
っ

景け
い

と
し
た
庭て

い

園え
ん

に
な
っ
て
い
る
と
言い

わ
れ
、
観か

ん

光こ
う

目も
く

的て
き

に
訪お

と
ず
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

も
多お

お

い
。

　

愛あ
い

知ち

、
岐ぎ

阜ふ

、
群ぐ

ん

馬ま

、
奈な

良ら

、
福ふ

く

井い

、
三み

重え

の
６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
「
春は

る

の
屋や

台た
い

祭ま
つ

り
」
を

１
０
日か

の
午ご

前ぜ
ん

１
１
～
午ご

後ご

４
時じ

、
ブ
ラ
ジ
ル
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
. San

ta Lu
-

zia, 7
4

 - Liberdade

）

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
事じ

前ぜ
ん

販は
ん

売ば
い

限げ
ん

作さ
く

文ぶ
ん

）

レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
う）
は
２
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

グ
ア
ラ

　

世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うブ
ラ
ジ
ル

宣せ
ん

教き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

（
宮み

や

道み
ち

マ
ル
コ
・



金き
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ

れ
、
８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
会か

い

員い
ん

へ
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が

手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
会か

い

員い
ん

を

代だ
い

表ひ
ょ
うし
、
桜

さ
く
ら

井い

幸ゆ
き

夫お

さ
ん

（
７
９
、
二に

世せ
い

）
が
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

特と
く

別べ
つ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うで
は
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

の
中な

か

で
最さ

い

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
桜

さ
く
ら

井い

み
つ
え
さ
ん

（
１
０
５
、
鶴つ

る

田た

町ち
ょ
う）
と
、

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うの
玉た

ま

城し
ろ

道み
ち

子こ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

（
８
１
、
弘ひ

ろ

前さ
き

市し

）
が
花は

な

束た
ば

と
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
受う

け
取と

っ
た
。

　

青あ
お

森も
り

県け
ん

の
魅み

力り
ょ
くを
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
うが
発は

っ

表ぴ
ょ
うを

行お
こ
なっ
た
。
こ
の
講こ

う

演え
ん

の
内な

い

容よ
う

は
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
子し

孫そ
ん

に
、
母ぼ

県け
ん

の
特と

く

色し
ょ
くや
家か

族ぞ
く

の

歴れ
き

史し

を
知し

っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目も

く

的て
き

と

し
て
企き

画か
く

し
た
。
そ

の
数か

ず

々か
ず

の

魅み

力り
ょ
く
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

ら

は
真し

ん

剣け
ん

に

聞き

き
入い

っ

た
。

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

で
県け

ん

民み
ん

歌か

「
青あ

お

い
森も

り

の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

を
唱

し
ょ
う

和わ

後ご

、ふ
じ
り
ん
ご
味あ

じ

の

「
平ひ

ら

上が
み

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
」
が
配く

ば

ら
れ
、
楠

く
す
の
き

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

が
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
取と

っ

た
。

　

ワ
イ
ン
の
他ほ

か

に
も
自じ

家か

製せ
い

の
り
ん
ご
を
提て

い

供き
ょ
うし
た
サ
ン

ジ
ョ
ア
キ
ン
市し

の
平ひ

ら

上が
み

文ふ
み

雄お

さ
ん
（
７
０
、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

）

の
挨あ

い

拶さ
つ

後ご

、
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

懇こ
ん

親し
ん

会か
い

で
は
、
サ
ン

タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州し

ゅ
う
と
青あ

お

森も
り

県け
ん

が
姉し

妹ま
い

提て
い

携け
い

を
行お

こ
なっ
た
際さ

い

に

使し

用よ
う

し
た
ペ
ン
が
、
平ひ

ら

上が
み

さ

ん
か
ら
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
うに
手て

渡わ
た

さ

れ
拍は

く

手し
ゅ

が
起お

こ
っ
た
。

　

三し
ゃ

味み

線せ
ん

奏そ
う

者し
ゃ

の
玉た

ま

那な

覇は

　
在ざ

い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
名な

和わ

渋し
ぶ

川か
わ

幸さ
ち

子こ

マ
リ
ア
会か

い

長ち
ょ
う）
の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。母ぼ

県け
ん

か
ら
は
三み

村む
ら

申し
ん

吾ご

県け
ん

知ち

事じ

の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届と

ど

き
、「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
と
一い

っ

層そ
う

交こ
う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
た
い
」
と
関か

ん

係け
い

深し
ん

化か

を
望の

ぞ

む

言こ
と

葉ば

が
代だ

い

読ど
く

さ
れ
た
。
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州し

ゅ
うか
ら
は
青あ

お

森も
り

県け
ん

と
縁え

ん

が
深ふ

か

い
平ひ

ら

上が
み

文ふ
み

雄お

さ
ん

も
駆か

け
つ
け
る
な
ど
、会か

い

員い
ん

や
家か

族ぞ
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
約や

く

１
８
０
人に

ん

が
訪お

と
ずれ
、節ふ

し

目め

の
年と

し

を
祝い

わ
っ
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

議ぎ

会か
い

の
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
市し

議ぎ

、
羽は

藤と
う

ジ
ェ
オ
ル
ジ
市し

議ぎ

が
祝

し
ゅ
く

辞じ

を

述の

べ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは

、
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
うの

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代だ

い

読ど
く

し
、

「
ふ
じ
り
ん
ご
の
導ど

う

入に
ゅ
うや

、

カ
ー
ニ
バ
ル
に
登と

う

場じ
ょ
うし

た
ね

ぶ
た
な
ど
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
うに
大お

お

き
く
寄き

与よ

し
て
い
る
。

県け
ん

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
交こ

う

流り
ゅ
うの
モ
デ

ル
」
と
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
功こ

う

績せ
き

を

強き
ょ
う

調ち
ょ
う。「
今こ

ん

後ご

も
母ぼ

県け
ん

と
の

交こ
う

流り
ゅ
うを
緊き

ん

密み
つ

に
し
、
留

り
ゅ
う

学が
く

・

研け
ん

修し
ゅ
うな
ど
の
交こ

う

流り
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うを
忘わ

す

れ
ず
に
、
母ぼ

県け
ん

を
繋つ

な

ぐ
役や

く

割わ
り

を
担に

な

っ
て
ほ
し
い
」
と
期き

待た
い

を
語か

た
っ
た
。

　

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

よ
り
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

、
サ
ン
パ

ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

、
県け

ん

連れ
ん

へ
と
寄き

付ふ

外が
い

で
最さ

い

大だ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

が

築き
ず

か
れ
、
政せ

い

治じ

や
経け

い

済ざ
い

を
は

じ
め
、
長な

が

年ね
ん

の
農の

う

業ぎ
ょ
うに
お
け

る
貢こ

う

献け
ん

は
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て

い
る
と
伺う

か
が
っ
て
い
ま
す
。

　

移い

住じ
ゅ
うさ
れ
た
方か

た

々が
た

が
多お

お

く

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
ブ
ラ

ジ
ル
の
目め

覚ざ

ま
し
い
発は

っ

展て
ん

の

礎い
し
ず
えを
築き

ず

き
、
代だ

い

々だ
い

の
皆み

な

様さ
ま

が

た
ゆ
ま
ぬ
努ど

力り
ょ
くと
日に

本ほ
ん

人じ
ん

気き

質し
つ

の
誠せ

い

実じ
つ

さ
を
も
っ
て
今こ

ん
に
ち日

も
御ご

活か
つ

躍や
く

さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
は
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

民み
ん

の
大お

お

き

す
こ
と
は
、誠ま

こ
と
に
喜よ

ろ
こ
ば
し
く
、

謹つ
つ
しん
で
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま

す
。

　

１
９
０
８
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

か
ら

最さ
い

初し
ょ

に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移い

住じ
ゅ
うし

て
か
ら
百

ひ
ゃ
く

余よ

年ね
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡わ

た

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は

五ご

世せ
い

、六ろ
く

世せ
い

の
世せ

代だ
い

に
な
り
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
海か

い

　

清せ
い

秋し
ゅ
うの
候こ

う

、
貴き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

　【
ご
挨あ

い
拶さ

つ
】
青あ

お
森も

り
県け

ん
知ち

事じ

　
三み

村む
ら
申し

ん
吾ご

厚あ
つ

く
お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す

和わ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
青あ

お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
会か

い

員い
ん

数す
う

が
減げ

ん

少し
ょ
うし
て
い

る
の
が
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
課か

題だ
い

」
と

現げ
ん

状じ
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

を
述の

べ
、「
ジ
ャ

パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
や
っ
て
好こ

う

評ひ
ょ
う

だ
っ
た
青あ

お

森も
り

県け
ん

の
魅み

力り
ょ
く

紹し
ょ
う

介か
い

を
今こ

ん

回か
い

も
行お

こ
ない
、
大お

お

勢ぜ
い

の
人ひ

と

が
興

き
ょ
う

味み

を
持も

っ
て
く
れ
れ
ば
、

県け
ん

人じ
ん

会か
い

存そ
ん

続ぞ
く

の
未み

来ら
い

に
繋つ

な

が

る
と
考か

ん
が
え
て
い
る
」
と
の
思お

も

い
を
語か

た
っ
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
司し

会か
い

の
沢さ

わ

田だ

功い
さ
おさ
ん
に
よ
っ
て
三み

村む
ら

県け
ん

知ち

事じ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代だ

い

読ど
く

さ

れ
、「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
は
、

１
９
５
４
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
て

以い

来ら
い

、
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
心

こ
こ
ろ

の
拠よ

り
所ど

こ
ろ、
そ
し
て
日に

っ

伯ぱ
く

の

懸か

け
橋は

し

と
し
て
貢こ

う

献け
ん

し
て
き

た
」
と
功こ

う

績せ
き

を
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

。
さ
ら

に
「
ま
す
ま
す
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
と
絆き

ず
な
を
深ふ

か

め
た
い
」
と

の
希き

望ぼ
う

を
述の

べ
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

で
は
、
妻つ

ま

が
青あ

お

森も
り

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、

す
御ご

隆り
ゅ
う

昌し
ょ
うの
こ
と
と
慶け

い

賀が

の

至い
た

り
に
存ぞ

ん

じ
ま
す
。平へ

い

素そ

は
、

格か
く

別べ
つ

の
御ご

厚こ
う

情じ
ょ
うに

あ
ず
か
り
、
厚あ

つ

く

お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
の

度た
び

、
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
ま

三
み

村
むら

申
しん

吾
ご

県
けん

知
ち

事
じ

三み

村む
ら

県け
ん

知ち

事じ

「
交こ

う

流り
ゅ
う

一い
っ

層そ
う

深ふ
か

め
た
い
」

ヴ
ィ
ニ
シ
ウ

ス
・
サ
ダ
オ

さ
ん
に
よ
る

「
津つ

軽が
る

じ
ょ

ん
が
ら
節ぶ

し

」、

フ
ル
ー
ト
奏そ

う

者し
ゃ

で
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
コ
ッ
ペ
デ
外と

の
さ
き崎
ひ
ろ

み
さ
ん
、
カ
バ
キ
ー
ニ
ョ
奏そ

う

者し
ゃ

の
た
か
や
す
こ
さ
ん
に
よ
る

「
津つ

軽が
る

の
ふ
る
さ
と
」、
コ
ッ

ペ
デ
さ
ん
と
和わ

太だ
い

鼓こ

奏そ
う

者し
ゃ

の

な
誇ほ

こ

り
で
あ
り
、
心こ

こ
ろ
か
ら
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま
す
。

　

在ざ
い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
１
９
５
４
年ね

ん

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
設せ

つ

立り
つ

さ
れ

て
以い

来ら
い

、
移い

住じ
ゅ
う

県け
ん

人じ
ん

に
対た

い

す

る
指し

導ど
う

援え
ん

助じ
ょ

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

同ど
う

士し

の
親し

ん

睦ぼ
く

、
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

の
本ほ

ん

県け
ん

へ
の
派は

遣け
ん

な
ど
、
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
心こ

こ
ろ
の
拠よ

り
所ど

こ
ろ
と

し
て
、
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
と

青あ
お

森も
り

県け
ん

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て
、

６
５
年ね

ん

の
長な

が

き
に
わ
た
っ
て

式し
き

典て
ん

は
、
工く

藤ど
う

ト
ニ
ー
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
開か

い

会か
い

の
辞じ

を
述の

べ
て
開か

い

幕ま
く

。
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う

後ご

、
県け

ん

人じ
ん

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
１
分ぷ

ん

間か
ん

の
黙も

く

祷と
う

を
行お

こ
なっ
た
。

続つ
づ

い
て
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
名な

在
ざい

伯
はく

青
あお

森
もり

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

65周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
う

が
母ぼ

県け
ん

の
魅み

力り
ょ
く

紹し
ょ
う

介か
い

今い
ま

村む
ら

ア
ン
ド
レ
さ
ん
に
よ
る

「
ね
ぶ
た
囃ば

や

子し

」
な
ど
所ゆ

か
り縁

の
あ
る
音お

ん

楽が
く

の
シ
ョ
ー
も
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
盛も

り
上あ

げ
に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。

180人
にん

で節
ふし

目
め

の年
とし

を祝
いわ

う

御ご

貢こ
う

献け
ん

さ
れ
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

に
あ
る
五い

つ

つ

の
青あ

お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
繋つ

な

ぐ
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

組そ

織し
き

と
し
て
御ご

尽じ
ん

力り
ょ
くさ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
うさ
ん
を
は
じ

め
、
歴れ

き

代だ
い

の
役や

く

員い
ん

並な
ら

び
に
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
多た

大だ
い

な
る
御ご

努ど

力り
ょ
くと
御ご

功こ
う

績せ
き

に
対た

い

し
て
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

民み
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
心こ

こ
ろ
か
ら

感か
ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

こ
の
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
、
在ざ

い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

と
の
絆き

ず
な

を
一い

っ

層そ
う

深ふ
か

め
て

参ま
い

り
た
い
と
考か

ん
が
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に

は
、
ま
す
ま
す
結け

っ

束そ
く

を
強つ

よ

め

ら
れ
、
引ひ

き
続つ

づ

き
ブ
ラ
ジ
ル

と
本ほ

ん

県け
ん

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て
お

力ち
か
ら

添ぞ

え
を
賜た

ま
わ
り
ま
す
よ
う
お

願ね
が

い
申も

う

し
ま
す
。

　

末ま
っ

筆ぴ
つ

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

在ざ
い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
ま
す
ま

す
の
ご
発は

っ

展て
ん

と
会か

い

員い
ん

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の
御ご

健け
ん

勝し
ょ
うと
御ご

繁は
ん

栄え
い

を
心こ

こ
ろ
よ

り
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

楠
くすのき

首
しゅ

席
せき

領
りょう

事
じ

の音
おん

頭
ど

で乾
かん

杯
ぱい

挨
あい

拶
さつ

に立
た

った名
な

和
わ

会
かい

長
ちょう

生
せい

産
さん

したりんご、ワイン等
など

を提
てい

供
きょう

した平
ひら

上
がみ

文
ふみ

雄
お

さん

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

らによる記
き

念
ねん

のケーキカット

青
あお

森
もり

県
けん

　

１
９
５
４
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
県け

ん

の
移い

住じ
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うに
対た

い

応お
う

す
る
動う

ご

き
の
中な

か

で
、
渋し

ぶ

川か
わ

正し
ょ
う

吉き
ち

氏し

（
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
うの
実じ

っ

父ぷ

）
が
経け

い

営え
い

す
る
渋し

ぶ

川か
わ

商し
ょ
う

会か
い

に
３
９
人に

ん

の
県け

ん

人じ
ん

が
集あ

つ

ま
り
、
在ざ

い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
発ほ

っ

足そ
く

し
た
。
隣り

ん

接せ
つ

の
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
、
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州し

ゅ
う
の
県け

ん

人じ
ん

に
も

声こ
え

を
か
け
、
会か

い

員い
ん

相そ
う

互ご

の
親し

ん

睦ぼ
く

、
相そ

う

談だ
ん

、
母ぼ

県け
ん

と
の
連れ

ん

絡ら
く

な
ど
に
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を
果は

た

し
た
。

　

創そ
う

設せ
つ

後ご

、
２
０
年ね

ん

近ち
か

く
は

渋し
ぶ

川か
わ

商し
ょ
う

会か
い

に

よ
り
経け

い

費ひ

が

賄ま
か
なわ
れ
て
い

た
。
だ
が
、

７
５
年ね

ん

に
青あ

お

森も
り

県け
ん

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
秋あ

き

本も
と

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

会か
い

専せ
ん

務む

理り

事じ

が
来ら

い

伯は
く

し
、
初は

じ

め

て
母ぼ

県け
ん

か
ら

助じ
ょ

成せ
い

金き
ん

が
届と

ど

い
た
。

　

７
０
年ね

ん

に

は
、
第だ

い

一い
っ

回か
い

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
派は

遣け
ん

。

７
４
年ね

ん

に
は
、

第だ
い

一い
っ

回か
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

を
派は

遣け
ん

し
て
い
る
。

７
９
年ね

ん

に
は
、

創そ
う

立り
つ

２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、

県け
ん

の
補ほ

助じ
ょ

を

得え

て
会か

い

館か
ん

を

落ら
く

成せ
い

し
た
。

こ
の
会か

い

館か
ん

は
、

現げ
ん

在ざ
い

も
同ど

う

地ち

に
所し

ょ

有ゆ
う

さ
れ

て
い
る
。

　

同ど
う

年ね
ん

、
青あ

お

森も
り

県け
ん

か
ら
り

ん
ご
栽さ

い

培ば
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

専せ
ん

門も
ん

家か

を
　
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
嬉う

れ

し
か
っ
た
で

す
」。コ
メ
ン
ト
を
求も

と

め
ら
れ
、

１
０
５
歳さ

い

の
桜

さ
く
ら

井い

み
つ
え
さ

ん
は
深ふ

か

々ぶ
か

と
頭あ

た
ま
を
下さ

げ
た
。

１
９
１
４
年ね

ん

生う

ま
れ
、
３
９

年ね
ん

に
２
５
歳さ

い

で
渡と

伯は
く

。
モ
ジ

ア
ナ
線せ

ん

の
サ
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
ド
・

モ
ロ
ア
グ
ド
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
。

式し
き

典て
ん

に
一い

っ

緒し
ょ

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た

娘む
す
めの
弘ひ

ろ

子こ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、

「
２
〜
３
年ね

ん

で
儲も

う

け
て
帰か

え

る

つ
も
り
だ
っ
だ
け
ど
、
お
金か

ね

が
な
く
て
帰か

え

れ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
」。
み
つ
え
さ
ん
が

再ふ
た
たび
祖そ

国こ
く

を
訪お

と
ず

れ
た
の
は
、

９
４
年ね

ん

だ
っ

た
。

　

み
つ
え
さ

ん
を
母ぼ

県け
ん

に

連つ

れ
て
行い

っ

た
の
は
、
息む

す

子こ

の
幸ゆ

き

夫お

さ

ん
だ
。「
両

り
ょ
う

親し
ん

の
故ふ

る

郷さ
と

を
訪た

ず

ね
た
か
っ
た
」

と
目め

を
細ほ

そ

め

る
。
両

り
ょ
う

親し
ん

共と
も

に
母ぼ

県け
ん

を
思お

も

う
気き

持も

ち
は
強つ

よ

く
、「
昔む

か
し、
ね
ぶ
た
祭さ

い

で
喧け

ん

嘩か

し
て
岩い

わ

木き

川が
わ

に
流な

が

さ
れ
た

話は
な
しを
聞き

か
さ
れ
た
り
し
た
よ
」

と
笑わ

ら
っ
た
。

玉た
ま

城し
ろ

道み
ち

子こ

さ
ん
は
、
６
３

年ね
ん

に
渡と

伯は
く

。「
結け

っ

婚こ
ん

し
て
初は

じ

め
て
青あ

お

森も
り

県け
ん

か
ら
出で

た
の
で
、

故ふ
る

郷さ
と

へ
の
思お

も

い
も
強つ

よ

い
で
す

よ
」
と
ほ
ほ
笑え

む
。

　

０
８
年ね

ん

〜
１
５
年ね

ん

ま
で
会か

い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
、「
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
続つ

づ

け
る
た
め
に
も
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
続つ

づ

け
る
こ
と
は
大だ

い

事じ

。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
ら
れ
れ
ば
」
と
語か

た
っ
た
。

105 歳
さい

の桜
さくら

井
い

みつえさんと家
か

族
ぞく

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州し

ゅ
うへ
派は

遣け
ん

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

交こ
う

流り
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
た
。
８
０
年ね

ん

に
は
、
当と

う

時じ

の
渋し

ぶ

川か
わ

正し
ょ
う

吉き
ち

会か
い

長ち
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
推す

い

進し
ん

し
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

と
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

し
ゅ
う

が
姉し

妹ま
い

州し
ゅ
う

県け
ん

提て
い

携け
い

を
結む

す

ぶ
。

　

８
９
年ね

ん

に
は
、
会か

い

館か
ん

裏う
ら

を

増ぞ
う

築ち
く

。
ま
た
、
７
８
年ね

ん

に
亡な

く
な
っ
た
山や

ま

本も
と

省し
ょ
う

一い
ち

前ぜ
ん

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの
遺い

志し

で
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

が
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
、
こ
れ
を
基き

金き
ん

に
会か

い

館か
ん

内な
い

に
山や

ま

本も
と

文ぶ
ん

庫こ

を
創そ

う

設せ
つ

し
た
。

　

９
４
年ね

ん

に
は
、
４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

史し

を
作さ

く

成せ
い

。
０
４
年ね

ん

に

は
、
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
子し

弟て
い

の

名め
い

簿ぼ

が
作つ

く

ら
れ
て
い
る
。

　

０
９
年ね

ん

に
は
、
母ぼ

県け
ん

か
ら

１
２
５
０
万ま

ん

円え
ん

の
支し

援え
ん

を
受う

け
、
会か

い

館か
ん

を
改か

い

修し
ゅ
うし
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
、
会か

い

員い
ん

の
親し

ん

睦ぼ
く

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
。
留

り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

は
廃は

い

止し

と
な
っ
た

が
、
引ひ

き
続つ

づ

き
研け

ん

修し
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
うは

行お
こ
なっ
て
い
る
。

特と
く

別べ
つ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

深ふ
か

々ぶ
か

と
頭あ

た
ま

下さ

げ
る

１
０
５
歳さ

い

の
桜さ

く
ら

井い

さ
ん

「
実み

の

る
ほ
ど
頭こ

う
べを
垂た

れ
る
稲い

な

穂ほ

か
な
」

フルート奏
そう

者
しゃ

のコッペデさんとカバキーニョ奏
そう

者
しゃ

のたかやすこ
さんによる「津

つ

軽
がる

のふるさと」

記
き

念
ねん

の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

特
とく

別
べつ

表
ひょう

彰
しょう

で記
き

念
ねん

品
ひん

を受
う

け取
と

った桜
さくら

井
い

さん、玉
たま

城
しろ

さん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

６
５
年ね

ん

の
歩あ

ゆ

み

節ふ
し

目め

に
事じ

業ぎ
ょ
う

を
重か

さ

ね
る
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